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公益社団法人 京都労働基準協会京都下支部

支部長 羽 渕 完 司

　新年あけましておめでとうございます。年
頭にあたり、会員各社様ならびに京都下労働
基準監督署の皆様方には、清々しい新年をお
迎えのこととお慶び申し上げます。
　昨年の日本経済は、新型コロナウイルスが
感染症法上の 5 類感染症に変更となり、経済
活動の正常化とともに、個人消費では幅広く
改善の動きが広がり、国内外の観光客も回復
し賑わいを取り戻しつつあるなど、緩やかな
回復傾向にありました。
　今年についても、物価上昇や世界的な金融
引締め、海外景気の下振れ等の影響に十分注
意する必要はありますが、雇用・所得環境が
改善する下で、回復が続くことが期待されま
す。
　さて、今年は 20 年ぶりに新しいデザインの
紙幣が発行されます。その中で１万円札の新
しい顔となるのが、明治・大正時代の実業家
で「日本資本主義の父」とも呼ばれる渋沢栄
一です。
　渋沢栄一は明治政府の下で大蔵省の官僚と
して、租税や貨幣、鉄道、銀行などの政策立
案に貢献しました。
　退官後は実業界に転じ、日本で最初に設立
した銀行である第一国立銀行や東京証券取引
所といった企業や団体の設立・経営など、生
涯に約 500 社の企業に関わったとされます。
同時に約 600 の教育機関や社会公共事業、研
究機関等の設立・支援にも尽力しました。
　また、渋沢栄一には「論語と算盤」の言葉

に代表されるように、「経済活動は社会のため
になる道徳に基づかないと、決して長くは続
かない」という考えが根底にあったとされて
います。これは今日の社会・企業経営にも十
分通じるものであると思います。
　当支部といたしましても、労働者の福祉の
向上と産業の健全な発展に寄与するという当
支部の事業目的を果たすべく、事業運営の更
なる活性化に努めてまいりたいと考えており
ます。
　労働基準行政当局におかれましては、長時
間労働の削減に向けた取り組みの推進、女性
の活躍推進、非正規雇用者の雇用の安定をは
じめとして、労働災害の防止、労働者の健康
確保等を重点対策とし、きめ細やかな行政運
営に取り組んでいただいております。
　当支部におきましても、京都下労働基準監
督署長様のご指導の下、労働基準行政の公正
円滑な運営に協力し、会員企業とその従業員
の皆様が、健康で安全に安心して仕事に取り
組める職場づくりを目指して、事業計画に取
り組んでまいりますので、会員各社の皆様方
には一層のご支援と積極的な活動をお願い申
し上げます。
　最後に、京都下労働基準監督署長様をはじ
め行政当局の皆様方の変わらぬご指導、ご鞭
撻をお願い申し上げますとともに、会員の皆
様方のますますのご発展を祈念いたしまして、
新年の挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ



京都下労基だより 2024.1.1 3

京都下労働基準監督署

署 長 田 中 淳 史

　新年明けましておめでとうございます。
　会員事業場の皆様には、健やかに新春をお迎
えのこととお慶び申し上げます。
　旧年中は、京都下労働基準監督署の業務運営
に格別のご協力を賜りましたことを深く感謝申
し上げますとともに、本年も変わらぬご支援を
賜りますようお願い申し上げます。
　さて、昨年は皆様にとってどのような一年だっ
たでしょうか。過ぎた一年は早く感じるもので
すが、少し振り返ってみたいと思います。
　やはり、昨年においても新型コロナウイルス
に振り回されたことが一番大きな出来事だった
のではないでしょうか。昨年 5 月 8 日をもって、
感染症法上の位置付けが 5 類感染症となったも
のの新型コロナウイルスが消失したわけではな
く、実際に監督署にはまだまだ同ウイルスに係
る労災保険での請求が多々なされていること等
からも今後も感染拡大の防止が必要とされてい
ます。　
　この間、多くの方々が新型コロナウイルスの
犠牲となられましたし、企業活動等も多くの制
約や影響を受け、厳しい経済情勢が続いている
と言ってよいと思います。企業運営の在り方、
あるいは労働者の方々の働き方等について、色々
と考えざるを得なかった会員事業場の皆様が多
かったのではないでしょうか。
　一日も早い新型コロナウイルスの完全な終息
を願わずにはおれません。
　こうした中で、野球の侍ジャパンが WBC にお
いて世界一になったこと、ボクシングの井上選
手が 4 階級を制覇したこと、全国高校野球で慶

応が歴史的な優勝をつかんだこと、ラグビー W
杯での熱戦が繰り広げられたこと、阪神タイガー
スが 38 年ぶりの日本一となったこと等、アスリー
トたちの躍動に元気づけられた方もおられるの
ではないでしょうか。
　また、昨年も大谷翔平選手のメジャーリーグ
での大活躍や将棋棋士の藤井聡太さんが八冠を
達成したことも明るいニュースだったと思いま
す。
　対して、生活に密着したところでは、個人消
費の改善はなかなか見られず、7 ～ 9 月の国内総
生産速報値は 0.5％減と 3 四半期ぶりのマイナス、
このペースが 1 年間続くと仮定した年率換算は
2.1％減でした。
　本年はどのような一年になるでしょうか。本
年こそは多くの方が実感できる景気の回復を期
待したいところです。
　厳しい経済情勢下にあっても、労働者の誰も
が人間らしく安心して、安全な職場で働き、安
定した生活を営むことができる社会を目指し、
本年も、労働災害の防止とりわけ死亡災害の撲
滅、適正な労働条件の確保、長時間労働等によ
る健康障害防止、メンタルヘルス・過重労働対策、
迅速・適正な労災補償処理等を進めてまいりま
すので、引き続き、会員事業場の皆様のご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　結びにあたり、京都労働基準協会下支部会員
事業場の皆様のご健勝とご多幸を祈念し、新年
のご挨拶とさせていただきます。
　本年もどうぞよろしくお願いいたします。

新年のごあいさつ



京都下労基だより 2024.1.14

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は京都労働基準協会京都下支部の皆さま、事
務局の皆さまには大変お世話になり、ありがとうござ
いました。本年も引き続きましてどうぞよろしくお願
いいたします。
　昨年は新型コロナウィルス感染症が 5 類へ移行し、
それまでの様々な制限が何もなかったかのように、コ
ロナ禍前の日常に戻ったような気がします。人の環境
適応能力が高いのか、喉元過ぎればなんとやらなの
か、いずれにせよ窮屈な日々が終わってホッとしてい
ます。が、その一方、コロナ禍で得た新しい価値もあっ
たと感じています。私の場合、一つは web を使った
コミュニケーション。もう一つはウォーキングでした。
運動不足もあり、体重は増加の一途。スポーツをする
機会も減り、何をしようかと悩んでいたときに、「折
角京都に住んでいるのだから、京都市内を散歩してみ
よう」と思ったのがキッカケでした。
　ウォーキングを始めたころは 5km 歩いたら大満足

（限界）だったのですが、少しずつ歩く距離が増え、
今では 20km 以上歩かないと歩いた気にならないよう
になりました。体重を落とすため、コロナ禍を乗り切
るために始めたウォーキングですが、今では歩くこと
そのものが目的になりました。
　ウォーキングの道中に見つけた小さな喫茶店に入り
美味しいコーヒーをいただき、哲学の道で紅葉を眺め、
鴨川沿いを散策し、と関東から出てきた私にとっては
贅沢の極み。何気ない日常の風景ですが、日常とは何
とも尊いものだと感じます。
　健康と安全、これが日常の土台にあり、これを守っ
ていくことが、今も、これからも私の職務であると考
えます。この日常を守るためにも今年 1 年新たな気持
ちで職務に励み、また自身の健康のためにもウォーキ
ングを続けて参ります。
　最後になりましたが、この日常が今年も続きますよ
うに、会員各社様にとって平穏で素晴らしい年になり
ますように、心よりお祈り申し上げます。

　新年あけましておめでとうございます。京都労働基
準協会京都下支部の会員各社におかれましては清々し
い新年をお迎えのこととお喜び申し上げます。旧年中
は格別のご厚情を賜り、誠にありがとうございました。
　弊社京都地区は 2022 年 3 月の映像事業終了に伴い
製作所が解消し、出荷後のアフターサービス部門のみ
残りましたが、加えて跡地には他の事業所製品の部品
製造および開発を行う部門並びに関係会社が複数入居
する地区となりました。人員も少なくなりましたが現
在は構内の活用計画も進んできております。今後も京
都の地での事業活動の維持、発展に努めて参ります。
　さて、昨年は、新型コロナウイルスが 5 類指定に変
わり、日常生活が少しずつ戻って参りました。一方で、
昨今の急激な円安や物価高は企業や家計を直撃してお
り、また人手不足も深刻化し、企業活動に大きな支障
が出ております。さらに世界各地での大震災、大洪水、
大規模な火災などの災害も相次いでおり、自然の過酷
さが増大しているように思われ、いつ何時大きな災害
が発生するか、予断を許さない状況です。
　このような厳しい経営環境の下、2024 年は先が見
通せない状況になっておりますが、だからこそ事業活
動を維持し更に発展させていくためには、まず基本と
なる安全衛生、防災について引き続きしっかりと推進
を図り、従業員の安全と健康を守っていく必要がある
と考えます。今年も会員各社にて一致協力し、安全衛
生活動の向上に努めて参りたく、引き続きどうぞよろ
しくお願い申し上げます。
　最後になりましたが、今年も会員各社のますますの
ご発展と、従業員の皆様、ご家族の皆様のご健勝を祈
念いたしまして、新年のご挨拶とさせていただきます。

新春特集

『私の2024年』

金 属 機 械 部 会 電 器 部 会

新春特集

落　合　信　之
株式会社椿本チエイン

中　尾　浩　樹

三菱電機株式会社
京都事務所
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　皆様、あけましておめでとうございます。新しい年
が始まり、新たな一歩を踏み出す喜びと希望に満ちた
時節を迎えました。お世話になっております皆様にと
りまして、2024 年が素晴らしい一年となりますよう、
心よりお祈り申し上げます。
　2024 年は辰年ですが、本来の干支でいうと甲辰（き
のえ・たつ）といいます。辰年であること以外にも込
められた意味があるとのことで調べてみますと、本来、

「干支」とは時刻や方角を表す子（ね：ねずみ）、丑（う
し）、寅（とら）等の「十二支」に加え、甲（こう：
きのえ）、乙（おつ：きのと）、丙（へい：ひのえ）な
どの 1 ～ 10 の数を数える言葉（十干という）を合わ
せて「十干十二支」というのが正式な呼び名だそうで
す。昨年 2023 年は十二支では「卯」でしたが、十干
では一番最後である「癸（みずのと）」の年であった
ため、干支はそれを組み合わせた「癸卯（みずのと・う）」
でした。そのことから、今年は十二支でいうと「辰（た
つ）」年、十干では一番最初に戻り「甲（きのえ）」の
年となり干支は「甲辰（きのえ・たつ）」となるとの
ことです。
　十二支や十干は数や方角だけでなく、それぞれ独自
の意味を持っています。例えば「甲」が持つのは第１
位であり、優勢であることを表す他、まっすぐに堂々
とそそり立つ大木を表しています。「辰」は十二支の
中では唯一の架空の生き物、龍（竜）を意味します。
水や海の神として祀られてきた龍は、竜巻や雷などの
自然現象を起こす大自然の躍動を象徴するものであ
り、「龍が現れるとめでたいことが起こる」と伝えら
れてきました。
　この 2 つの組み合わせである甲辰には、「成功とい
う芽が成長していき、姿を整えていく」といった縁起
のよさを表しているといえそうです。私もこのよき年
にあやかって、一人の人間として成長していきたいと
考えております。
　最後に、2024 年が皆様にとって幸せで満ち足りた
年になりますよう、お身体に気をつけ、素晴らしい新
年をお迎えください。

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は京都労働基準協会京都下支部の会員各社の
皆様方には大変お世話になりありがとうございまし
た。本年も引き続き宜しくお願い申し上げます。
　さて昨年を振り返ってみますと、国内経済はロシア
によるウクライナ侵攻をきっかけとした原材料や燃料
の高騰により、記録的な物価高に直面することとなり
ました。皆様もスーパーやコンビニ等で買い物をする
際、レジで表示された金額に驚くことが増えたのでは
ないでしょうか。消費者物価指数は前年に比べて上昇
しており、今後も横ばいか緩やかな上昇が続くと予想
されていますが、その波は建設業界にも押し寄せてお
り、資材価格の高騰により工事の中止・延期が相次い
だ結果、業績が伸び悩む企業が増加し倒産企業数は過
去最多となっております。一刻も早く収束することを
願うばかりです。
　一方、喜ばしい変化もございました。新型コロナウ
イルスがインフルエンザと同等の「5 類」に移行となっ
たことです。京都にも多くの修学旅行生や海外からの
観光客が訪れ、コロナ禍以前の活気が戻りつつありま
す。企業や団体においてオンラインや人数制限を設け
ての開催だった会合や研修会等も通常開催が可能とな
り、京都下支部でも会員同士が顔を合わせ和気あいあ
いと話に花を咲かせる場面を目にする機会が増えたこ
と大変喜ばしく思います。
　また私事ではございますが、昨年は私の好きな野球
とバレーボールが大変熱い年になりました。野球では
WBC で侍ジャパンが優勝し、さらに永年応援してい
る阪神タイガースが 18 年ぶりリーグ優勝、さらに 38
年ぶりとなる日本一に輝きました。またバレーボール
ではワールドカップが開催され、惜しくも女子は 3 位
でしたが、男子が 2 位となり見事パリオリンピック出
場を決めました。このような日々の吉報から良い刺激
を受け、今年が自分にとっても良い 1 年だったと言え
る年となるよう努めて参りたいと思います。
　最後になりますが、京都下支部の益々のご発展と会
員各社の皆様方にとって新年が素晴らしい良き年とな
りますよう心より祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせ
ていただきます。

成　田　雅　幸

化学・紙・印刷部会

水野建設株式会社

本　多　孝　雄

建 設 部 会

三菱製紙株式会社
京都工場
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　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、会員各社の皆さまには大変お世話になり
ました。本年も何卒宜しくお願いいたします。
　まず、昨年を振り返りますと、4 月の移動制限緩和
以後、業界としましては売上が頗る順調な回復基調に
ある一方、タクシードライバーをはじめとした「人手
不足」が依然深刻度を増し続けています。世界に誇れ
る “KYOTO” において、お客さまのタクシー需要にお
応えできる供給を少しでも確保し、業界を挙げて様々
な「足掻き」を講じていますが、政府主導となりつつ
ある新たな好敵手「ライドシェア」への対処が大きな
悩みの種のひとつとなっています。
　私共としましては、「抗えない潮流」とは感じなが
らも、従業員の雇用と生活を守り、タクシーの存在価
値をより高めるべく、魅力ある職業、稼げる職業とし
て粘り強く発信したいと考えています。
　さて私事ですが、いよいよ本年 6 月で齢 50 となり
ます。下手の横好きでいちおう全国大会出場を目指す
ソフトボールクラブに所属していることもあり、世間
の同年代よりは動ける方ではありますが、それでも気
になるのは健康面です。昨年正月には暴飲暴食が祟っ
てか、一時（身長166cmで）体重が70kg目前となり、「身
軽なアラフィフ」としてはさすがに危機感を覚えずに
はいられなくなりました。
　そこで妻と始めたのが「なんちゃって参鶏湯」生活
です。糖質制限とタンパク質摂取を意識し、鶏むね肉、
ブロッコリー、オートミールなどの穀豆類だけの（本
場のものとは程遠い）簡単に作れるスープ食です。こ
れを極力「一日一食」徹底したところ、昨夏の定健時
には 63kg 弱まで減量に成功。併せて脂質代謝や高血
圧も改善しました。
　仕事もスポーツも、そして家族生活も…、心と身体
の健康により努めるとともに、この難局にも「笑って」
切り拓ける充実した一年でありたいと考えています。

タ ク シ ー 部 会

彌榮自動車株式会社
秦　　　周　作

日本板硝子株式会社
京都事業所

谷　川　雅　大

新春特集

　新年あけまして、おめでとうございます。
　旧年中は、京都労働基準協会京都下支部の会員各社
の皆様、ならびに事務局の皆様には、大変お世話にな
りありがとうございました。本年も何卒、よろしくお
願いいたします。
　さて昨年を振り返ると、やはり大きな出来事として、
5 月に新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが

「5 類」に引き下げられたことが思い出されます。こ
れを機に、これまで控えていた Face to Face での会
合や懇親会が解禁されたような雰囲気となり、停滞し
ていたコミュニケーションが一気に動き出し、世の中
がようやく回り出したように感じています。
　一方で、コロナの期間を経て、仕事の進め方は大き
く変わったと感じています。ハンコ業務や紙の資料が
不要になるなど、自宅でも作業出来るように効率化が
進み、いまやリモート勤務が当たり前にできるように
なった部署も多いのではないでしょうか。会議も、オ
ンラインで参加ができることが当たり前になりまし
た。これらは、新型コロナウイルスが 5 類に引き下げ
られた今も、新しい働き方、業務スタイルとして定着
しています。
　また、採用面接もオンラインで行われることが増え
てきており、より転職活動がしやすい環境となり、労
働市場はさらに流動化、売り手市場に拍車をかける一
因ともなっています。まさに、コロナをきっかけに、
仕事の在り方、進め方、が大きく変わった 1 年でした。
本年はどんな変化がある 1 年になるでしょうか。楽し
みであり、不安でもあります。
　毎年、12 月に清水寺で発表される今年の漢字、あ
れやこれやと予想しながら、楽しみにしています。（当
たった試しはないのですが・・・。）2022 年は「戦」
でした。果たして、2023 年は何になったでしょうか。。。
これを書いている時点では、まだ発表されていません
が、WBC の優勝、大谷選手の MVP 獲得、阪神の 38
年ぶり日本一、など、野球好きの私としてはポジティ
ブなニュースが多かった１年でした。明るい 2024 年
につながる、ポジティブな漢字だったらいいな、と期
待しています！
　最後になりましたが、会員各社の皆様にとって、
2024 年が素晴らしい１年になりますよう、ご祈念申
し上げます。

一 般 部 会
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　新年明けましておめでとうございます。旧年中は京
都労働基準協会の皆様には大変お世話になりまして、
ありがとうございました。本年もよろしくお願い申し
上げます。
　本年は運輸業界においては 2024 年問題や労働力不
足という課題に直面しており、一層の努力が求められ
ると痛感しております。このような困難な状況に直面
しながらも、前向きな姿勢で取り組んでまいります。
　2024 年問題は、運輸業界において深刻な影響が懸
念されますが、私たちはこの変化を危機ではなく、新
たなチャンスと捉え、技術革新を活用しながら対応し
ていかなければなりません。一方で、人間の手によら
なければ実現できない分野は将来に渡って必ず残りま
すので、従業員のスキルアップや新たな業務領域の開
拓が必要不可欠です。教育・研修の充実やキャリアパ
スの整備など、従業員の成長を支援する取り組みを進
めてまいります。
　また、労働力不足も運輸業界が抱える大きな問題で
す。高齢化や若者の運転業への関心の低下などが原因
となり、適切な人材確保が難しくなっています。私た
ちは、働き手の待遇改善や働き方の柔軟化など、魅力
的な労働環境の整備に取り組むことで、人材不足を解
消する努力を続けてまいります。また、若者への運輸
業の魅力発信やキャリア教育の充実など、新たな人材
の獲得にも力を入れてまいります。
　さらに、環境問題への取り組みも運輸業界において
重要なテーマとなっております。持続可能な社会の実
現に向けて、私たちは省エネルギー技術の導入や輸送
ルートの最適化など、環境に配慮した取り組みを進め
てまいります。私たちの目標は、環境負荷の低減と社
会への貢献です。私たちは、環境に優しい輸送手段の
活用や再生可能エネルギーの導入など、積極的な環境
対策を推進してまいります。
　新年を迎えるにあたり、私たちはこれらの課題に真
摯に向き合い、協力し合いながら解決策を模索してま
いります。皆様のご支援とご協力をいただきながら、
運輸業界の発展と社会への貢献を目指してまいりま
す。

　新年あけましておめでとうございます。
　旧年中は、京都労働基準協会京都下支部の皆様には
大変お世話になり、ありがとうございました。本年も
よろしくお願い申し上げます。
　さて昨年を振り返ると、約 3 年半続いたコロナ禍か
らようやく脱却し、その間中止となっていた様々なイ
ベントが再開され、再び多くの外国人観光客の姿を見
かけるようになるなど、ポストコロナへの急激な変化
を感じた 1 年となりました。おかげさまで、当ホテル
でもレストランや宴会需要の回復に加え、インバウ
ンドの増加等により宿泊稼働が大幅に改善するなど、
2021 年にグランドリニューアルオープンを迎えた客
室、温泉スパ、レストラン、チャペルなどの施設もよ
うやく国内外から多くのお客様にご利用いただけるよ
うになりました。
　しかしながら、一方では慢性的な人材不足が大きな
問題となっております。当社でも人員不足とならぬよ
う、大学・専門学校・高校それぞれからの新卒採用に
加え、中途採用や離職者の再雇用等を強化して社員の
直接雇用増加に取り組んでおります。また新たな人材
紹介や派遣会社にご協力いただきながら臨時スタッフ
も拡充し、さらには業務が限定されるものの、外国人
留学生やスキマバイト求人サービスなどにも間口を拡
げるなど、あらゆる手段を駆使して人員を確保してい
る状況です。
　そのような状況ではありますが、私どもホテル業に
携わるものとしては、お客様の安心・安全をサービス
の基本として、食の安全に向けた衛生対策や非常時に
おける防災対策を会社全体で取り組んでおります。前
述のとおり労働者が大きく多様化する中においては、
常に新しいスタッフに対してトレーニングを施し、コ
ミュニケーションを図ることが、お客様へのサービス
だけでなく従業員の心の安全や健康にも繋がるものと
して、日々労働環境の改善に努めてまいります。
　今年「辰年」は、京都全体が力強い龍のようにエネ
ルギッシュな年になるよう、京都労働基準協会下支部
の会員各社様とともに京都の発展に寄与できるホテル
でありたいと考えております。本年も何卒よろしくお
願い申し上げます。

運 輸 倉 庫 部 会

株式会社近鉄・都ホテルズ
ウェスティン都ホテル京都

村　井　剛　介

日本通運株式会社
京都支店

栗　脇　祥　浩

商 業 部 会

新春特集
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株式会社カシフジ
業務部　課長 片岡　義明

　新年あけましておめでとうございます。

　昨年は大変お世話になり、ありがとうござまし

た。本年もよろしくお願いいたします。

　 さて、「思いつくままに」の依頼を受け、これ

といった趣味のない自分が何を書こうかと思案し

ていたのですが、これを機に、これまで一度もやっ

たこともない「一年を振り返る」ということをし

てみました。とはいっても、贔屓のプロ野球チー

ムがアレを達成した以外、平日は通勤と仕事、休

日は家でゴロゴロな日々だったので、何かなかっ

たかな？と考えていたら、二つの出来事を思い出

しましたので、それを挙げさせていただきます。

　一つは、長年ろくに運動もせず、好きなものを

好きな時に好きなだけ食べるという食生活を続け

てきた私の体は、必然的にわがままボディになり

ました。もちろん自覚もしていましたが、身内は

もとより友人たちからは、ほんまにヤバイぞ！と

脅されたことで一念発起し、春からトレーニング

ジムに通いだしました。初めの２ヶ月ほどは成果

も出ず、常に筋肉痛との戦いで嫌々通っていたの

ですが、お金もかかっていたため、萎える気持ち

を奮い立たせて我慢しながら続けたところ、たっ

た半年で当初の目標を達成することができました。

仕事に限らずプライベートでも、目に見えた成果

が出た時は、嬉しくて本当に気持ちがいいもんだ

なと実感したところです。

　もう一つは、38 年ぶりに四国に住む伯母の所

に、母と一緒に会いに行ったことです。老齢の母

にとっては決して楽ではない３時間越えのドライ

ブでしたが、道中の土地でいろいろな思い出話を

母から聞くことができました。そして、初めて渡っ

た明石海峡大橋のスケールの大きさに驚くととも

に、美しい景色にも感動を覚えました。 思い起こ

すと久しぶりに母とたくさんの会話もでき本当に

良かったと思っています。そして、久しぶりに会っ

た伯母も元気な様子で、姉妹での再会を喜んでい

ました。私も従姉と会いましたが、こちらの方は

お互いに当時の面影はなく、「お互い歳をとった

ね？」と笑い合っていました。新たな出会いも大

切ですが、伯母と母のように久ぶりに再会して楽

しそうに話している姿を見て、コロナも明けたこ

とだし、私も今年はしばらく疎遠になっている友

人たちとの再会でも試みてみようかと、みんなの

顔を思い浮かべながら帰途につきました。

　最後に、今年も小さなきっかけを見つけて、自

分自身を成長させていくことに繋げていければと

思っています。

ずいひつ

『２０２３年を振り返って』
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京京都都下下労労働働基基準準監監督督署署

被災者概要

事業場規模

9月 商業 男６０代

15時 （新聞販売業 ）（
乗用車、バ
ス、バイク ） 1～9人

11月 建設業 男２０代

14時 （
鉄骨・鉄筋コン
クリート造家屋
建築工事業

）（ 足場 ） 50～99人

京京都都下下労労働働基基準準監監督督署署

被災者概要

事業場規模

4月 建設業 男２０代

１０時 （
木造家屋建
築工事業

）（ 足場 ） 1～9人

1

乗物
交通事故
（道路）

　原動機付自転車で夕刊の配達中、交差点で自動車と
衝突したもの。

令令 和和 55 年年 死死 亡亡 災災 害害 一一 覧覧

災　害　の　概　要

2

仮設物、建
築物、構築

物等
墜落、転落

　マンション建設工事現場の足場解体作業中、足場
（先行式、手すり及び斜材設置）の15層目（高さ約27
ｍ）の手すりの上から墜落したもの。

№
発生月
時間

業　　種 起因物 事故の型

令令 和和 44 年年 死死 亡亡 災災 害害 一一 覧覧

№
発生月
時間

業　　種 起因物 事故の型 災　害　の　概　要

1

仮設物、建
築物、構築

物等
墜落、転落

外壁のサイディングを取り外す作業を行っていた被災
者がくさび足場の第２層目（高さ約４．５ｍ）から墜
落したもの。

京都下労基だより 2024.1.110 監督署からのお知らせ
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務
対
象
に
追

加
予
定
。

ポ
イ
ン
ト
！

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
ば
く
露
低
減
措
置
で
は
、
濃
度
基
準
値
以
下
で
あ
る
か
を
必
ず
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
際
、
推
定
ツ
ー
ル
（
C
R
E
A
T
E
-S
I
M
 
L
E
等
）
や
、
実
測
法

（
個
人
ば
く
露
測
定
、
簡
易
測
定
法
等
）
を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

換
気
装
置
等
を

設
置
し
稼
働

有
効
な
呼
吸
用

保
護
具
の
使
用

代
替
物
質

の
使
用

作
業
方
法

の
改
善

C
R
E
A
T
E
-S
I
M
 
L
E

個
人
ば
く
露
測
定

 
律
的
な
管
理
が
今
後
の
規
制
の
基
軸
に
な
り
ま
す
！

 
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
「
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
４
年
政
令
第

 
1
号
）
」
「
労
働
安
全
衛
生
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和

4
年
厚
生
労
働
省
令

第
9
1
号
）
」
等
の
主
要
な
内
容
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
 
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
改
正
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
 
れ
ら
の
政
令
、
省
令
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

労
働
者
が
安
全
に
働
く
た
め
に

職
場
に
お
け
る

新
た
な
化
学
物
質
規
制
が

導
入
さ
れ
ま
す

労
働
安
全
衛
生
法
の
関
係
政
省
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

 
ラ
ベ
ル
・
S
D

S
の
伝
達
や
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
実
施
義
務
対
象
物
質
が
大
幅

に
増
加
し
ま
す
※
１

 
O
I
N
T

2
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
労

働
者
が
ば
く
露
さ
れ
る
濃
度
を
基
準
値

以
下
と
す
る
 
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

 
O
I
N
T

3
化
学
物
質
を
製
造
・
取
り
扱
う
労
働
者

に
、
適
切
な
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
 
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
※
3

 
O
I
N
T

4
自
律
的
な
管
理
に
向
け
た
実
施
体
制

の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す
（
化
学
物
質
管
理
者

の
選
任
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
等
の
記
録
作
成
・
保
存
等
）

 
O
I
N
T

※
２

※
1
・
・
・
・
国
に
よ
る

G
H

S
 分
類
で
危
険
性
・
有
害
性
が
確
認
さ
れ
た
全
て
の
物
質
が
順
次
対
象
に
追
加

※
2
・
・
・
・
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
物
質
（
濃
度
基
準
値
設
定
物
質
）
が
対
象

※
3
・
・
・
・
皮
膚
へ
の
刺
激
性
・
腐
食
性
・
皮
膚
吸
収
に
よ
る
健
康
影
響
の
お
そ
れ
が
な
い
 
と
が
明
ら
か
な
物
質
以
外
の
全
て
の
物
質
が
対
象

こ
れ
ま
で
以
上
に
事
業
者
の
主
体
的
な
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す

ラ
ベ
ル
・
S

D
S

の
伝
達
や
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
が
 
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
り
ま
す

石
綿
等

管
理
使
用
が

困
難
な
物
質

自
主
管
理
が
困
難
で

有
害
性
が
高
い
物
質

G
H

S
分
類
で

危
険
有
害
性
が
あ
る
物
質

許
容
濃
度
又
は
ば
く
露
限
界
値
が

示
さ
れ
て
い
る
危
険
・
有
害
な
物
質

G
H

S
分
類
で
危
険
有
害
性
に
該
当
し
な
い
物
質

8
物
質

1
2
3

物
質

数
万

物
質6
7
4

物
質

国
の

G
H

S
分
類
に
よ
り
危
険
性
・
有

害
性
が
確
認
さ
れ
た
全
て
の
物
質

国
に
よ
る

G
H

S

未
分
類
物
質

ラ
ベ
ル
・
S
D

S
に
よ
る
伝
達
義
務

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
義
務

ば
く
露
を
基
準

以
下
と
す
る
義
務

ラ
ベ
ル
・
S
D

S
に
よ
る

伝
達
努
力
義
務

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

実
施
努
力
義
務

ば
く
露
を
最
小
限

度
に
す
る
義
務

適
切
な
保
護
眼
鏡
、
保
護
手
袋
、
保
護
衣
等
の
使
用

義
務
・
努
力
義
務

約
2
,9

0
0
物
質

（
国
が
モ
デ
ル
ラ
ベ
ル
・
S
D

S
作
成
済
み
の
物
質
）

数
万
物
質

ば
く
露
を
最
小
限
度
に

す
る
努
力
義
務

有
害
性
に
関
す
る
情
報
量

こ
れ
ま
で
の
化
学
物
質
規
制

見
直
し
後
の
化
学
物
質
規
制

製
造
・
使
用
等
の
禁
止

特
化
則
・
有
機
則
等

に
基
づ
く

個
別
具
体
的
な
措
置

一
般
的
な
措
置
義
務

(
具
体
的
な
措
置
基
準
な
し
)

ラ
ベ
ル
・
S
D
S
・

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

義
務

 
都
道
府
県
労
働
局
 
労
働
基
準
監
督
署

 
2

3

S
D
S
及
び
作
業
現
場
の
確
認

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

リ
ス
ク
低
減
措
置
の
実
施
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監督署からのお知らせ

詳
細
は
こ
ち
ら

新
た
な
化
学
物
質
規
制
へ
の
移
行
に
向
け
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
各
項
目
を
参
考
に
、

施
行
期
日
ま
で
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

新
た
な
化
学
物
質
規
制
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

分
野

関
係
条
項

項
目

質
問

チ
ェ
ッ
ク
施
行

期
日

化 学 物 質 管 理 体 系 の 見 直 し

安
衛
令

別
表
第
９

ラ
ベ
ル
表
示
・
S
D
S
等

に
よ
る
通
知
の

義
務
対
象
物
質

ラ
ベ
ル
表
示
や
安
全
デ
ー
タ
シ
ー
ト
（
S
D
S
）
等
に
よ
る
通
知
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
化
学
物
質
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
）
が
、
「
国
に
よ
る
G
H
S
分
類
で
危
険
性
・
有
害

性
が
確
認
さ
れ
た
全
て
の
物
質
」
へ
と
拡
大
す
る
 
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

③
※
令
和
7

年
以
降
も

順
次
追
加

安
衛
則

第
 
7
7
条
の
２

第
 
7
7
条
の
３

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

対
象
物
に
関
す
る

事
業
者
の
責
務

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
ば
く
露
が
最
低
限
と
な
る
よ
う
に
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す

か
？

②

濃
度
基
準
値
設
定
物
質
に
つ
い
て
、
労
働
者
が
ば
く
露
さ
れ
る
程
度
を
基
準
値
以
下
と
し
て
い
ま
す
か
？

③

措
置
内
容
や
ば
く
露
に
つ
い
て
、
労
働
者
の
意
見
を
聞
い
て
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
て
い
ま
す
か
？

（
保
存
期
間
は
が
ん
原
性
物
質
が
3
0
年
、
そ
の
他
は
3
年
）

②
、
③

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
以
外
の
物
質
も
ば
く
露
を
最
小
限
に
抑
え
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
か
？

②

安
衛
則

第
 
9
4
条
の
２

第
 
9
4
条
の
３

皮
膚
等
障
害
化
学

物
質
等
へ
の

直
接
接
触
の
防
止

皮
膚
へ
の
刺
激
性
・
腐
食
性
・
皮
膚
吸
収
に
よ
る
健
康
影
響
の
お
そ
れ
の
あ
る
 
と
が
明
ら
か
な
物
質
の

製
造
・
取
り
扱
い
に
際
し
て
、
労
働
者
に
保
護
具
を
着
用
さ
せ
て
い
ま
す
か
？

③

上
記
以
外
の
物
質
の
製
造
・
取
り
扱
い
に
際
し
て
も
、
労
働
者
に
保
護
具
を
着
用
さ
せ
る
よ
う
努
力
し
て
い

ま
す
か
？
（
明
ら
か
に
健
康
障
害
を
起
 
す
お
そ
れ
が
な
い
物
質
は
除
く
）

②

安
衛
則

第
2
2
条

衛
生
委
員
会
の

付
議
事
項

衛
生
委
員
会
で
、
自
律
的
な
管
理
の
実
施
状
況
の
調
査
審
議
を
行
っ
て
い
ま
す
か
？

②
、
③

安
衛
則

第
9
7
条
の
２

が
ん
等
の

把
握
強
化

化
学
物
質
を
扱
う
事
業
場
で
、
1
年
以
内
に
2
人
以
上
の
労
働
者
が
同
種
の
が
ん
に
罹
患
し
た
 
と
を
把

握
し
た
と
き
は
、
業
務
起
因
性
に
つ
い
て
、
医
師
の
意
見
を
聞
い
て
い
ま
す
か
？

②
医
師
に
意
見
を
聞
い
て
業
務
起
因
性
が
疑
わ
れ
た
場
合
は
、
労
働
局
長
に
報
告
し
て
い
ま
す
か
？

安
衛
則

第
3
4
条
の
２
の
８

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

結
果
等
の
記
録

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
及
び
リ
ス
ク
低
減
措
置
の
内
容
等
に
つ
い
て
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
て
い
ま

す
か
？
（
最
低
3
年
、
も
し
く
は
次
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
3
年
以
降
で
あ
れ
ば
次
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト

実
施
ま
で
）

②

安
衛
則

第
3
4
条
の
２
の
1
0

労
働
災
害
発
生

事
業
場
等
へ
の

指
示

労
災
を
発
生
さ
せ
た
事
業
場
等
で
労
働
基
準
監
督
署
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
、
改
善
措
置
計
画

を
労
基
署
長
に
提
出
、
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
 
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

③

安
衛
則

第
 
7
7
条
の
２
第

３
項
か
ら
第
５
項
、

第
８
項
、
第
９
項

健
康
診
断
等

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
結
果
に
基
づ
き
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
に
係

る
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
ま
す
か
？
（
保
存
期

間
は
が
ん
原
性
物
質
が
3
0
年
、
そ
の
他
は
５
年
）

③
濃
度
基
準
値
を
超
え
て
ば
く
露
し
た
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
、
速
や
か
に
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
よ
る
健

康
診
断
を
実
施
し
、
そ
の
記
録
を
保
存
し
て
い
ま
す
か
？
（
保
存
期
間
は
が
ん
原
性
物
質
が
3
0
年
、
そ

の
他
は
５
年
）

実 施 体 制 の

確 立

安
衛
則

第
1
2
条
の
５

化
学
物
質

管
理
者

化
学
物
質
管
理
者
を
選
任
し
て
い
ま
す
か
？

③

安
衛
則

第
1
2
条
の
６

保
護
具
着
用

管
理
責
任
者

（
労
働
者
に
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
場
合
）
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
を
選
任
し
て
い
ま
す
か
？

③

安
衛
則

第
3
 
条

雇
い
入
れ
時

教
育

雇
入
れ
時
等
の
教
育
で
、
取
り
扱
う
化
学
物
質
に
関
す
る
危
険
有
害
性
の
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す

か
？

③

情 報 伝 達 の 強 化

安
衛
則

第
2
4
条
の
1
 

第
１
項
・
第
３
項
、

第
3
4
条
の
２
の
３

S
D
S
通
知
方
法
の

柔
軟
化

S
D
S
情
報
の
通
知
手
段
と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ド
レ
ス
や
二
次
元
コ
ー
ド
等
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
 
と
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

①

安
衛
則

第
2
4
条
の
1
 
第
２

項
・
第
３
項
、
第

3
4
条
の
２
の
５
第

２
項
・
第
３
項

「
人
体
に
及
ぼ
す
作

用
」
の
確
認
・
更
新

 
年
以
内
ご
と
に
1
回
、
S
D
S
の
変
更
が
必
要
か
を
確
認
し
、
変
更
が
必
要
な
場
合
に
は
、
1
年
以
内
に

更
新
し
て
顧
客
な
ど
に
通
知
し
て
い
ま
す
か
？

②

安
衛
則

第
2
4
条
の
1
 
第
１

項
、
第
3
4
条
の
２

の
４
、
第
3
4
条
の

２
の
６

S
D
S
通
知
事
項
の

追
加
等

S
D
S
記
載
事
項
に
、
「
想
定
さ
れ
る
用
途
及
び
当
該
用
途
に
お
け
る
使
用
上
の
注
意
」
を
記
載
し
て
い
ま

す
か
？

③
S
D
S
記
載
の
成
分
の
含
有
量
を
1
0
％
刻
み
で
は
な
く
、
重
量
％
で
記
載
し
て
い
ま
す
か
？

※
含
有
量
に
幅
が
あ
る
も
の
は
、
濃
度
範
囲
に
よ
る
表
記
も
可
。

安
衛
則

第
3
3
条
の
２

別
容
器
等
で
の

保
管

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
を
他
の
容
器
に
移
し
替
え
て
保
管
す
る
際
に
、
ラ
ベ
ル
表
示
や
文
書
の
交
付

等
に
よ
り
、
内
容
物
の
名
称
や
危
険
性
・
有
害
性
情
報
を
伝
達
し
て
い
ま
す
か
？

②

そ の 他

特
化
則
、
有
機
則
、

鉛
則
、

粉
じ
ん
則

個
別
規
則
の

適
用
除
外

労
働
局
長
か
ら
管
理
が
良
好
と
認
め
ら
れ
た
事
業
場
は
、
特
別
規
則
の
適
用
物
質
の
管
理
を
自
律
的
な

管
理
と
す
る
 
と
が
で
き
る
 
と
を
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

②

特
化
則
、
有
機
則
、

鉛
則
、

粉
じ
ん
則

作
業
環
境
測
定
結

果
が
第
3
管
理
区
分

の
事
業
場

左
記
の
区
分
に
該
当
し
た
場
合
に
、
外
部
の
専
門
家
に
改
善
方
策
の
意
見
を
聞
き
、
必
要
な
改
善
措

置
を
講
じ
て
い
ま
す
か
？

③
措
置
を
実
施
し
て
も
区
分
が
変
わ
ら
な
い
場
合
や
、
個
人
サ
ン
プ
リ
ン
グ
測
定
や
そ
の
結
果
に
応
じ
た
保
護

具
の
使
用
等
を
行
っ
た
う
え
で
、
労
働
基
準
監
督
署
に
届
け
出
て
い
ま
す
か
？

特
化
則
、
有
機
則
、

鉛
則
、

四
ア
ル
キ
ル
則

特
殊
健
康
診
断

作
業
環
境
測
定
等
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
特
殊
健
康
診
断
の
頻
度
が
緩
和
さ
れ
る
 
と
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？

②

（
注
）
施
行
期
日
の
①
～
③
は
以
下
に
対
応
。

規
制
の
変
更
が
2
段
階
に
分
け
て
実
施
さ
れ
る
項
目
も
あ
る
。

①
2
0
2
2
年
（
令
和
4
年
）
 
月
3
1
日
（
施
行
済
）

②
2
0
2
3
年
（
令
和
 
年
）
4
月
1
日

③
2
0
2
4
年
（
令
和
6
年
）
4
月
1
日

R
4
.8

 
律
的
管
理
に
向
け
た
実
施
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
ま
す

化
学
物
質
管
理
者
等
の
選
任
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

ま
た
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
に
基
づ
き
労
働
者
に
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
事
業
場
で
は
、
「
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
」

を
選
任
し
、
有
効
な
保
護
具
の
選
択
、
使
用
状
況
の
管
理
等
に
関
わ
る
業
務
に
従
事
さ
せ
る
 
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
を
製
造
・
取
扱
い
・
譲
渡
提
供
す
る
事
業
者
は
、
化
学
物
質
管
理
者
の
選
任
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

【
選
任
要
件
】

化
学
物
質
管
理
に
関
わ
る
業
務
を
適
切
に
実
施
で
き
る
能
力
を
有
す
る
者

【
職
務
】

ラ
ベ
ル
・
S
D
S
等
の
確
認
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
実
施
管
理
、
ば
く
露
防
止
措
置
の
実
施

管
理
や
、
化
学
物
質
の
自
律
的
な
管
理
に

関
わ
る
各
種
対
応
等

衛
生
委
員
会
の
付
議
事
項
が
追
加
さ
れ
ま
す

衛
生
委
員
会
の
付
議
事
項
に
下
記
を
追
加
し
、
自
律
的

な
管
理
の
実
施
状
況
の
調
査
審
議
を
義
務
付
け
ま
す
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
結
果
に

基
づ
く
ば
く
露
低
減
措
置

健
康
診
断
結
果
や

そ
れ
に
基
づ
く
措
置

雇
い
入
れ
時
に
お
け
る
化
学
物
質
の
安
全
衛
生
に

関
す
る
教
育
が
全
業
種
で
必
要
に
な
り
ま
す

一
部
の
業
種
は
省
略
さ
れ
て
い
た
雇
入
れ
時
の
危
険
有

害
作
業
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て
、
省
略
規
定
を
廃
止
。

一
部
の
業
種
は
除
外

改
正
前

全
て
の
業
種

改
正
後

S
D
S
等
に
よ
る
情
報
伝
達
が
強
化
さ
れ
ま
す

S
D
S
の
記
載
項
目
の
追
加
や
、
定
期
確
認
・
更
新
が
必
要
に
な
り
ま
す

電
子
メ
ー
ル
や
二
次
元
コ
ー
ド
等
で
の
S
D
S
通
知
が
可
能
に
な
り
ま
す

S
D
S
の
通
知
手
段
は
、
譲
渡
提
供
を
す
る
相
手
方

が
そ
の
通
知
を
容
易
に
確
認
で
き
る
方
法
で
あ
れ

ば
、
事
前
に
相
手
方
の
承
諾
を
得
な
く
て
も
採
用

可
能
に
な
り
ま
す
。化
学
物
質
を
事
業
場
内
で
別
容
器
で
保
管
す
る
際
も
情
報
伝
達
が
必
要
に
な
り
ま
す

下
記
の
よ
う
な
場
合
も
、
ラ
ベ
ル
表
示
・
文
書
の
交
付
等
の
方
法
に
よ
る
、
内

容
物
の
名
称
や
そ
の
危
険
・
有
害
性
情
報
の
伝
達
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

 
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
を
他
の
容
器
に
移
し
替
え
て
保
管
す
る
場
合

 
 
ら
製
造
し
た
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
を
容
器
に
入
れ
て
保
管
す
る
場
合

電
子
メ
ー
ル

の
送
信

H
 
の
U
R
L
や

二
次
元
コ
ー
ド

の
伝
達

 
通
知
事
項
に
「
想
定
さ
れ
る
用
途

及
び
当
該
用
途
に
お
け
る
使
用

上
の
注
意
」
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

 
成
分
の
含
有
量
は
、
原
則

と
し
て
、
重
量
%
の
記
載
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

 
「
人
体
に
及
ぼ
す
作
用
」
を
定
期
的

（
5
年
以
内
ご
と
に
1
回
）
に
確
認
・

更
新
す
る
 
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

皮
膚
等
へ
の
障
害
防
止
の
た
め
、
保
護
具
の
適
切
な
着
用
が
求
め
ら
れ
ま
す

皮
膚
等
へ
の
障
害
を
引
き
起
 
し
う
る
化
学
物
質
を
製
造
・
取
扱
う
業
務
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
、
物
質
の
有

害
性
に
応
じ
て
、
労
働
者
に
障
害
等
防
止
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
健
康
障
害
を
起
 
す
お
そ
れ
の
あ
る
 
と
が
明
ら
か
な
物
質
：
義
務

※
上
記
を
除
き
、
健
康
障
害
を
起
 
す
お
そ
れ
が
な
い
 
と
が
明
ら
か
な
も
の
以
外
の
物
質
：
努
力
義
務

皮
膚
・
眼
刺
激
性

皮
膚
腐
食
性

皮
膚
か
ら
吸
収
さ
れ
健
康
障
害
を

引
き
起
こ
し
う
る
化
学
物
質

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
の
製
造
事
業
場

専
門
的
講
習
の
修
了
者

上
記
以
外
の
事
業
場

資
格
要
件
な
し
（
専
門
的
講
習
の
受
講
を
推
奨
）

ポ
イ
ン
ト
！

化
学
物
質
の
種
類
や
取
扱
い
内

容
に
よ
り
適
切
な
保
護
具
は
異

な
り
ま
す
。
必
ず
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
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監督署からのお知らせ

厚
生
労
働
省
委
託
事
業

令
和
5年
度
厚
生
労
働
省
「
化
学
物
質
管
理
に
係
る
相
談
・
訪
問
支
援
事
業
」

【
事
務
局
】
テ
ク
ノ
ヒ
ル
株
式
会
社
化
学
物
質
管
理
部
門

TE
L:
03
-6
23
1-
01
33

FA
X:
03
-5
64
2-
61
45

ht
tp
s:
//
te
ch
no
hi
ll.
co
.jp
/

•新
た
な
化
学
物
質
規
制
に
どの
よ
うに
対
応
す
れ
ば
い
い
で
す
か
?

•ラ
ベ
ル
や
SD
Sが
必
要
に
な
る
の
は
どん
な
化
学
物
質
や
化
学
品
で
す
か
?

•ラ
ベ
ル
や
SD
Sの
内
容
が
分
か
らな
い
の
で
す
が
?

•化
学
物
質
の
リス
クア
セ
ス
メン
トは
どの
よう
に
行
え
ば
い
い
で
す
か
?

•「
CR
EA
TE
-S
IM
PL
E」
の
使
い
方
を教

え
て
くだ
さい
。

•化
学
物
質
管
理
に
役
立
つ
情
報
は
どこ
で
分
か
りま
す
か
?

ラ
ベ
ル
・Ｓ
Ｄ
Ｓ
・リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
トを
は
じめ
、政
省
令
改
正
に
よ
る

「新
た
な
化
学
物
質
規
制
」に
関
す
る
内
容
な
どの
ご
質
問
に
お
答
え
しま
す
。

事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

♦
労
働
安
全
衛
生
法
の
関
係
政
省
令
改
正
の
主
な
概
要
♦


化
学
物
質
を
製
造
・取
扱
う労
働
者
へ
の
適
切
な
保
護
具
の
使
用


ラ
ベ
ル
・S
D
S・
リス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト義
務
対
象
物
質
の
大
幅
増
加


労
働
者
が
ば
く露
さ
れ
る
程
度
を
濃
度
基
準
値
以
下
※
1 ま
た
は
最
小
限
度
※
2 に
す
る
義
務


自
律
的
な
管
理
に
向
け
た
実
施
体
制
の
確
立

※
1:
濃
度
基
準
値
設
定
物
質
が
対
象

※
2:
※
1以
外
の
リス
クア
セ
ス
メン
ト対

象
物
が
対
象

05
0－
55
77
－
48
62

受
付
時
間

月
～
金
10
:0
0～
17
:0
0（
12
:0
0～
13
:0
0を
除
く）

※
土
日
祝
日
、国

民
の
休
日
、年

末
年
始
を
除
く

テ
クノ
ヒル
HP
か
らお
問
合
せ
フォ
ー
ム
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

と検
索
くだ
さい
。

テク
ノヒ
ル　
相
談
窓
口

検
索

*相
談
は
無
料
で
す
が
、通

話
料
が
か
か
りま
す
。

*相
談
窓
口
開
設
期
間
は
令
和
5年
4月
3日
～
令
和
6年
3月
18
日
まで
とな
りま
す
。

*メ
ー
ル
で
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
、内

容
に
応
じて
電
話
で
の
ご
回
答
に
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ます
の
で
ご
了
承
くだ
さい
。

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物
健
康
診
断
が
始
ま
り
ま
す
！
（
令
和
６
年
４
月
～
）
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監督署からのお知らせ

し
か
し
、
長
時
間
労
働
の
要
因
に
は

昔
か
ら
の
取
引
慣
行
な
ど
事
業
主
の
努
力
だ
け
で
は

見
直
し
が
困
難
な
も
の
も
あ
り
ま
す

こ
の
ま
ま
で
は
国
民
生
活
や
経
済
活
動
を
支
え
る
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
が
困
難

！

担
い
手
不
足
の
深
刻
化
や
荷
待
ち
時
間
の
非
効
率
の

発
生
な
ど
に
よ
り
危
機
的
状
況
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
不
可
欠
な

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
「
物
流
」

44
.6
%

12
.4
%

12
.4
%

9.
1%8.
3%

2.
5%

10
.7
%

長
時
間
の
荷
待
ち

依
頼
に
な
か
った
附
帯
業
務

過
積
載

拘
束
時
間
超
過

無
理
な
配
送
依
頼

異
常
気
象

その
他

国
土
交
通
省
に
よ
る
「
働
き
か
け
」
等
に
お
け
る

違
反
原
因
行
為
の
割
合
（

R4
.1

1.
30
時
点
）

他
の
業
種
に
比
べ
て
長
時
間
労
働
、
過
労
死
等
の
労
災
支
給
決
定
件
数
が
最
多

！

「
働
き
か
け
」
の
中
で

荷
主
都
合
に
よ
る
長
時
間
の
荷
待
ち
が

約
半
数
を
占
め
て
い
ま
す

国
土
交
通
省
は

違
反
原
因
行
為
※
が
疑
わ
れ
る
荷
主
に

「
働
き
か
け
」
等
を
行
っ
て
い
ま
す

※
 貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
等
の
違
反
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為

こ
の
よ
う
な
状
況
も
あ
っ
て
、
改
善
基
準
告
示
※
が
定
め
ら
れ
て
お
り

道
路
貨
物
運
送
業
は
こ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

※
自
動
車
運
転
者
の
労
働
時
間
等
の
改
善
の
た
め
の
基
準
（
平
成
元
年
労
働
省
告
示
第
７
号
）

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
拘
束
時
間
な
ど
を
定
め
た
も
の
。

月
末
１
週
間
の
就
業
時
間
が

60
時
間
以
上
の
雇
用
者

の
割
合
※
（
上
位
業
種
）

※
雇
用
者
の
う
ち
、
休
業
者
を
除
い
た
者
の
総
数
に
占
め
る
割
合

総
務
省
「
労
働
力
調
査
」
を
も
と
に
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
作
成

脳
・
心
臓
疾
患
の
支
給
決
定
件
数
（
上
位
業
種
）

厚
生
労
働
省
「
令
和
３
年
度
『
過
労
死
等
の
労
災
補
償
状
況
』
」
よ
り
引
用

道
路
貨
物
運
送
業
の
実
態

社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
「
物
流
」
の
現
状

5.
0%

12
.5
%

7.
6%

7.
5%

5.
7%

5.
0%

0.
0%

2.
0%

4.
0%

6.
0%

8.
0%

10
.0

%
12

.0
%

14
.0

%

道
路
貨
物
運
送
業
は
、

他
の
業
種
に
比
べ
て

長
時
間
労
働
の
実
態
に
あ
り
ま
す

56

11
9

6
5

5
5

0102030405060

過
労
死
等
の
労
災
支
給
決
定
件
数
も

最
も
多
い
業
種
で
す

厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

●
長
時
間
の
恒
常
的
な
荷
待
ち
は
、

自
動
車
運
転
者
の
長
時
間
労
働
の
要
因

と
な
り
ま
す
。

●
物
流
を
支
え
る
自
動
車
運
転
者
の
健
康
の
た
め
に
も

長
時
間
の
荷
待
ち
の
改
善
に
向
け
て

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
も
相
談
し
、

ぜ
ひ
前
向
き
に
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

荷
主
・
元
請
運
送
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
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監督署からのお知らせ

荷
待
ち
時
間
の
見
直
し
に
当
た
っ
て
は
、

都
道
府
県
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課
の
「
労
働
時
間
管
理
適
正
化
指
導
員
」
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ご
希
望
が
あ
れ
ば
、
個
別
に
訪
問
し
て
、
取
組
事
例
や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

大
き
い
会
社
の
こ
と
か
な
。

う
ち
は
小
さ
い
か
ら
関
係

な
い
は
ず
ね
。

当
社
は
商
品
を
受
け
取
る

だ
け
な
の
で

関
係
な
い
で
す
ね
。

い
え
い
え
。

荷
主
と
い
う
の
は
、

荷
物
の
出
し
手
で
あ
る
発
荷
主
だ
け
で
は
な
く
、

荷
物
の
受
け
取
り
手
で
あ
る
着
荷
主
も
該
当
し
ま
す
。

ま
た
、
会
社
の
規
模
な
ど
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
行
動
も
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
の

長
時
間
労
働
の
削
減
の
た
め
に
と
て
も
大
切
で
す
。

労
働
局

電
話
番
号

労
働
局

電
話
番
号

労
働
局

電
話
番
号

北
海
道

01
1-
70
9-
20
57

石
川

07
6-
26
5-
44
23

岡
山

08
6-
22
5-
20
15

青
森

01
7-
73
4-
41
12

福
井

07
76
-2
2-
26
52

広
島

08
2-
22
1-
92
42

岩
手

01
9-
60
4-
30
06

山
梨

05
5-
22
5-
28
53

山
口

08
3-
99
5-
03
70

宮
城

02
2-
29
9-
88
38

長
野

02
6-
22
3-
05
53

徳
島

08
8-
65
2-
91
63

秋
田

01
8-
86
2-
66
82

岐
阜

05
8-
24
5-
81
02

香
川

08
7-
81
1-
89
18

山
形

02
3-
62
4-
82
22

静
岡

05
4-
25
4-
63
52

愛
媛

08
9-
93
5-
52
03

福
島

02
4-
53
6-
46
02

愛
知

05
2-
97
2-
02
53

高
知

08
8-
88
5-
60
22

茨
城

02
9-
22
4-
62
14

三
重

05
9-
22
6-
21
06

福
岡

09
2-
41
1-
48
62

栃
木

02
8-
63
4-
91
15

滋
賀

07
7-
52
2-
66
49

佐
賀

09
52
-3
2-
71
69

群
馬

02
7-
89
6-
47
35

京
都

07
5-
24
1-
32
14

長
崎

09
5-
80
1-
00
30

埼
玉

04
8-
60
0-
62
04

大
阪

06
-6
94
9-
64
90

熊
本

09
6-
35
5-
31
81

千
葉

04
3-
22
1-
23
04

兵
庫

07
8-
36
7-
91
51

大
分

09
7-
53
6-
32
12

東
京

03
-3
51
2-
16
12

奈
良

07
42
-3
2-
02
04

宮
崎

09
85
-3
8-
88
34

神
奈
川

04
5-
21
1-
73
51

和
歌
山

07
3-
48
8-
11
50

鹿
児
島

09
9-
22
3-
82
77

新
潟

02
5-
28
8-
35
03

鳥
取

08
57
-2
9-
17
03

沖
縄

09
8-
86
8-
43
03

富
山

07
6-
43
2-
27
30

島
根

08
52
-3
1-
11
56

（
20
22
.1
2）

荷
物
の
受
け
取
り
先

中
小
企
業

お
問
い
合
わ
せ

「
荷
主
」
っ
て
誰
の
こ
と
？

構
内
の
リ
フ
ト
マ
ン
や

荷
受
け
作
業
員
の
作
業
の
平
準
化

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
お
か
げ
で
、

ミ
ス
も
減
り
ま
し
た
。

発
荷
主
・
着
荷
主
・
元
請
運
送
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ
の
お
願
い

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
の
長
時
間
労
働
や
過
労
の
要
因
と
な
る
た
め
、

長
時
間
の
荷
待
ち
を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

発
注
担
当
者
に
も
改
善
基
準
告
示
を
知
っ
て
も
ら
い
、

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
が
告
示
を
守
れ
る
着
時
刻
な
ど
を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
改
善
基
準
告
示
に
違
反
し
て
安
全
な
運
転
を
確
保
で
き
な
い

よ
う
な
発
注
を
行
う
こ
と
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
に
事
前
通
知
な
く
荷
役
作
業
を
行
わ
せ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

労
働
災
害
防
止
の
た
め
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
に
荷
役
作
業
を
お
願
い
す
る

場
合
で
も
、
事
前
に
よ
く
相
談
し
て
決
め
ま
し
ょ
う
。

注
文
か
ら
お
届
け
ま
で
の

期
間
に
余
裕
を
持
た
せ
る
こ
と
で
、

安
定
し
た
物
流
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

改
善
基
準
告
示
の
内
容
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
や

裏
面
の
労
働
時
間
管
理
適
正
化
指
導
員
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
陸
上
貨
物
運
送
事
業
に
お
け
る
荷
役
作
業
の
安
全
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

荷
待
ち
時
間
解
消
の
た
め

出
荷
順
に
合
わ
せ
た
荷
置
き
を
行
っ
た
ら

ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
な
ど
が
減
り
、
自
社
の

積
込
み
時
間
が
削
減
で
き
ま
し
た
。

１
長
時
間
の
恒
常
的
な
荷
待
ち
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

２
改
善
基
準
告
示
を
発
注
担
当
者
へ
周
知
し
ま
し
ょ
う

３
事
前
通
知
の
な
い
荷
役
作
業
の
依
頼
は
や
め
ま
し
ょ
う

改
善
し
た
現
場
の
声

取
り
組
み
例

・
納
品
時
間
の
指
定
を
柔
軟
に
す
る

・
納
品
を
特
定
の
曜
日
・
時
間
帯
に
集
中
さ
せ
な
い

・
積
込
場
所
を
分
散
し
１
か
所
当
た
り
の
車
両
台
数
を
減
ら
す

・
パ
レ
ッ
ト
を
用
い
る
な
ど
で
荷
役
作
業
の
時
間
を
短
縮
す
る

・
注
文
か
ら
お
届
け
ま
で
の
期
間
に
余
裕
を
も
た
せ
る

「
荷
主
と
運
送
事
業
者
の
協
力
に
よ
る
取
引
環
境
と

長
時
間
労
働
の
改
善
に
向
け
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

（
厚
生
労
働
省
・
国
土
交
通
省
・
公
益
社
団
法
人

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
20
19
/0
8）

荷
待
ち
車
両
が
い
な
く
な
っ
て
、

敷
地
が
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

近
隣
住
民
の
方
か
ら
の
苦
情
も

な
く
な
り
ま
し
た
。

京都下労基だより 2024.1.116



監督署からのお知らせ

（
20

23
年

10
月
）

労 働 条 件 明 示 の

無
期
転
換
申
込
機
会
の
明
示

【
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

5条
の
改
正
】

「
無
期
転
換
申
込
権
」
が
発
生
す
る
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
※

3 に
、
無
期
転
換
を
申
し
込

む
こ
と
が
で
き
る
旨
（
無
期
転
換
申
込
機
会
）
の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

3

就
業
場
所
・
業
務
の
変
更
の
範
囲
の
明
示

【
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

5条
の
改
正
】

全
て
の
労
働
契
約
の
締
結
と
有
期
労
働
契
約
の
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
「
雇
い
入

れ
直
後
」
の
就
業
場
所
・
業
務
の
内
容
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
「
変
更
の
範
囲
」
※

1
に
つ
い
て

も
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

１
全
て
の
労
働
者
に
対
す
る
明
示
事
項

有
期
契
約
労
働
者
に
対
す
る
明
示
事
項
等

詳
し
い
情
報
や
相
談
先
は
こ
ち
ら

•
改
正
事
項
の
詳
細
を
知
り
た
い
→

 厚
生
労
働
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
①
）

•
無
期
転
換
の
取
り
組
み
事
例
や
参
考
と
な
る
資
料
が
ほ
し
い
→

 無
期
転
換
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
（
②
）

•
今
回
の
制
度
改
正
や
労
働
条
件
明
示
、
労
働
契
約
に
関
す
る
民
事
上
の
紛
争
に
つ
い
て

→
 都
道
府
県
労
働
局
/監
督
課
、
雇
用
環
境
・
均
等
部
（
室
）
、
全
国
の
労
働
基
準
監
督
署
（
③
）

②
③

※
1
「
変
更
の
範
囲
」
と
は
、
将
来
の
配
置
転
換
な
ど
に
よ
っ
て
変
わ
り
得
る
就
業
場
所
・
業
務
の
範
囲
を
指
し
ま
す
。

※
2
有
期
契
約
労
働
者
の
雇
止
め
や
契
約
期
間
に
つ
い
て
定
め
た
厚
生
労
働
大
臣
告
示
（
有
期
労
働
契
約
の
締
結
、
更
新
及
び
雇
止
め
に

関
す
る
基
準
）

※
3
初
め
て
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
有
期
労
働
契
約
が
満
了
し
た
後
も
有
期
労
働
契
約
を
更
新
す
る
場
合
は
、
更
新
の
た
び
に
、

今
回
の
改
正
に
よ
る
無
期
転
換
申
込
機
会
と
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
4
労
働
契
約
法
第

3条
第

2項
に
お
い
て
、
労
働
契
約
は
労
働
者
と
使
用
者
が
就
業
の
実
態
に
応
じ
て
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
締
結
又
は
変

更
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

更
新
上
限
の
明
示

【
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

5条
の
改
正
】

有
期
労
働
契
約
の
締
結
と
契
約
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
更
新
上
限

(有
期
労
働
契
約

の
通
算
契
約
期
間
ま
た
は
更
新
回
数
の
上
限

)の
有
無
と
内
容
の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

2

無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
の
明
示

【
労
働
基
準
法
施
行
規
則
第

5条
の
改
正
】

「
無
期
転
換
申
込
権
」
が
発
生
す
る
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
※
３
に
、
無
期
転
換
後
の
労
働

条
件
の
明
示
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「
無
期
転
換
申
込
権
」
が
発
生
す
る
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
ご
と
に
、
無
期
転
換
後
の
賃
金
等
の
労
働
条
件
を
決

定
す
る
に
当
た
っ
て
、
他
の
通
常
の
労
働
者
（
正
社
員
等
の
い
わ
ゆ
る
正
規
型
の
労
働
者
及
び
無
期
雇
用
フ
ル
タ

イ
ム
労
働
者
）
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
事
項
※

4 （
例
：
業
務
の
内
容
、
責
任
の
程
度
、
異
動
の
有
無
・
範
囲

な
ど
）
に
つ
い
て
、
有
期
契
約
労
働
者
に
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

4 均
衡
を
考
慮
し
た
事
項
の
説
明

【
雇
止
め
告
示
※

2 の
改
正
】

下
記
の
場
合
は
、
更
新
上
限
を
新
た
に
設
け
る
、
ま
た
は
短
縮
す
る
理
由
を
有
期
契
約
労
働
者
に
あ
ら
か
じ
め

（
更
新
上
限
の
新
設
・
短
縮
を
す
る
前
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
）
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ⅰ
最
初
の
契
約
締
結
よ
り
後
に
更
新
上
限
を
新
た
に
設
け
る
場
合

ⅱ
最
初
の
契
約
締
結
の
際
に
設
け
て
い
た
更
新
上
限
を
短
縮
す
る
場
合

更
新
上
限
を
新
設
・
短
縮
す
る
場
合
の
説
明

【
雇
止
め
告
示
※

2 の
改
正
】

（
注
）
無
期
転
換
ル
ー
ル
の
適
用
を
免
れ
る
意
図
を
も
っ
て
、
無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
す
る
前
の
雇
止
め
や
契
約
期
間
中
の
解
雇
等
を
行

う
こ
と
は
、
「
有
期
労
働
契
約
の
濫
用
的
な
利
用
を
抑
制
し
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
を
図
る
」
と
い
う
労
働
契
約
法
第

18
条
の
趣
旨
に

照
ら
し
て
望
ま
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①

２ ０ ２ ４ 年 ４ 月 か ら
が 変 わ り ま す

労
働
契
約
の
締
結
・
更
新
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
労
働
条
件
明
示
事
項
が
追
加
さ
れ
ま
す

明
示
の
タ
イ
ミ
ン
グ

新
し
く
追
加
さ
れ
る
明
示
事
項

全
て
の
労
働
契
約
の
締
結
時
と

有
期
労
働
契
約
の
更
新
時

1．
就
業
場
所
・
業
務
の
変
更
の
範
囲

有
期
労
働
契
約
の

締
結
時
と
更
新
時

2．
更
新
上
限
（
通
算
契
約
期
間
ま
た
は
更
新
回
数
の
上
限
）
の
有
無
と
内
容

併
せ
て
、
最
初
の
労
働
契
約
の
締
結
よ
り
後
に
更
新
上
限
を
新
設
・
短
縮
す
る

場
合
は
、
そ
の
理
由
を
労
働
者
に
あ
ら
か
じ
め
説
明
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

無
期
転
換
ル
ー
ル
※
に
基
づ
く

無
期
転
換
申
込
権
が
発
生
す
る

契
約
の
更
新
時

3．
無
期
転
換
申
込
機
会

4．
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件

併
せ
て
、
無
期
転
換
後
の
労
働
条
件
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
、
就
業
の
実
態

に
応
じ
て
、
正
社
員
等
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
有
期
契
約

労
働
者
に
説
明
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
同
一
の
使
用
者
と
の
間
で
、
有
期
労
働
契
約
が
通
算
５
年
を
超
え
る
と
き
は
、
労
働
者
の
申
込
み
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の

な
い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契
約
）
に
転
換
す
る
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
裏
面
や

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
ご
覧
く
だ
さ
い
！
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令和5年度『京都ゼロ災３か月運動』（第39回）

　上記スローガンのもと、今年も第 39 回『京都ゼロ災 3 か月運動』が 7 月 1 日～ 9 月 30 日
までの間、京都府下全域にわたり展開されました。当支部としましては、京都下労働基準監
督署管内の非会員事業も含め 510 事業場にご参加いただき、その内 499 事業場がゼロ災を達
成されました（達成率 97.8％）。今後も引き続き労働災害防止に向け、継続した取組みをお
願いします。※ 達成事業場名は別表を参照願います。

（お断り）京都下支部に於ける参加事業場の最終集計結果は、労働局の報告値より 3 事業場増えています。

『京都ゼロ災３か月運動』参加及び達成状況 （令和５年度～令和３年度）

職場における「トップの安全衛生に関する宣言」と 「危険ゼロ」の取組による  「災害ゼロ」
の達成と「健康確保」を目標とする  「ゼロ災３か月運動」に参加しよう！

署・支部からのお知らせ
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令和 3 年度令和 4 年度令和 5 年度

（公社）京都労働基準協会
（公社）京都労働基準協会　京都上支部
（公社）京都労働基準協会　京都下支部
（公社）京都労働基準協会　京都南支部
（公社）京都労働基準協会　福知山支部
（公社）京都労働基準協会　舞鶴支部
（公社）京都労働基準協会　丹後支部
（公社）京都労働基準協会　園部支部
建設業労働災害防止協会　京都府支部
陸上貨物運送事業労働災害防止協会　京都府支部
林業・木材製造業労働災害防止協会　京都府支部
港湾貨物運送事業労働災害防止協会　舞鶴港分会
港湾貨物運送事業労働災害防止協会　宮津港分会

（一社）日本ボイラ協会　京滋支部
（一社）日本クレーン協会　京都支部
（公社）建設荷役車両安全技術協会　京都支部
（一社） 京 都 府 溶 接 協 会
京都府採石公災害防止連絡協議会
京都府建築工業協同組合

（一社）京都府トラック協会

主 催 者 団 体 名

ゼロ災運動達成率（％）
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㈱コトネットエンジニアリング
㈱ニッカテクノ  本社工場
㈱ニッカテクノ  久御山工場
マクセル㈱京都事業所
ビークルエナジージャパン㈱
一富士フードサービス㈱
ALSOK 昇日セキュリティサービス㈱
宇部マクセル京都㈱
㈱日立リアルエステートパートナーズ
㈱堀場製作所
㈱堀場テクノサービス
㈱堀場エステック
㈱堀場アドバンスドテクノ
宝ホールディングス㈱
宝酒造㈱
宝酒造インターナショナル㈱
㈱藤井合金製作所
㈱松風
日新イオン機器㈱
日新イオン機器㈱京都物流センター
日新イオン機器㈱東寺オフィース
きんでんサービス㈱京都支店
ダイハツ工業㈱本社（池田）・京都（大山崎）工場
㈱中央倉庫
京神倉庫㈱
森本配管㈱
ヌヴォトンテクノロジージャパン㈱
日本板硝子㈱京都事業所
京都板硝子㈱
㈱大林組京都ＫＩＨ計画工事事務所
メテック㈱
ギオン自動車㈱
コスメディ製薬㈱吉祥工場
㈱内田製作所
㈱砂﨑製作所
㈱西村製作所
㈱ヤマシナ
三菱電機㈱京都事務所
三菱エンジニアリング㈱京都事業所
三菱電機器ソフトウェア㈱京都支所
三菱電機ライフサービス㈱京都支店
洛菱テクニカ㈱
株式会社アイプラネット
三菱電機トレーディング㈱京都事業所
三菱電機ロジスティクス㈱京都事業所
エニイワイヤ㈱
三菱電機保険サービス㈱関西支店京都営業所
三菱電機インフォメーションネットワーク㈱
三菱電機システムサービス㈱
三菱製紙㈱京都工場
三菱ロジスネクスト㈱
積水化学工業㈱京都研究所
オープン工業㈱
双葉メンテナンス工業㈱
京阪バス㈱本社

京阪バス㈱男山営業所
京阪バス㈱京田辺支所
京阪バス㈱洛南営業所
京阪バス㈱山科営業所
㈱ハートフレンド
フレスコ五条店
フレスコ寺町店
フレスコ大宮店
フレスコ向日市店
フレスコ西野店
フレスコ九条店
フレスコ山科店
フレスコ五条西洞院店
フレスコ今熊野店
フレスコ東山安井店
フレスコ川田店
フレスコプチ東山三条店
フレスコ七条店
フレスコ八条店
フレスコ勧修店
フレスコ北花山店
フレスコ東寺店
フレスコ洛西口店
フレスコ五条大橋店
フレスコ五条壬生川店
フレスコ三条店
フレスコ四条店
フレスコ帷子ノ辻店
フレスコ西大路店
フレスコ堀川店
フレスコ丸太町店
フレスコ修学院店
フレスコ白川店
フレスコ梅津店
フレスコSAGA 店
フレスコ御園橋店
フレスコ天神川店
フレスコ御前店
フレスコ嵯峨野店
フレスコ烏丸店
フレスコ北野白梅町店
フレスコ河原町丸太町店
フレスコ上髙野店
フレスコ堀川今出川店
フレスコ御池店
フレスコ北白川店
フレスコプチ新町御池店
フレスコミニ河原町今出川店
コレモ千本中立売店
コレモ壬生店
フレスコ上桂店
フレスコプチ烏丸今出川店
フレスコ北山店
フレスコミニ田中里ノ前店
フレスコ西院店

フレスコ岡崎店
フレスコ桂駅東口店
フレスコ太秦店
フレスコ桂店
フレスコにっさん嵯峨店
フレスコにっさん太秦店
コレモ出町柳店
フレスコ木幡店
フレスコ向島店
フレスコ小倉店
フレスコ桃山店
フレスコ深草店
フレスコ宇治店
フレスコ桃山南口店
フレスコ墨染店
フレスコ淀駅店
フレスコ木津店
フレスコ竹田店
フレスコプチ六地蔵店
フレスコスマイル藤森店
フレスコスマイル大手筋店
コレモ石田店
コレモ亀岡店
東洋製鉄㈱京都工場
ウシオ電機㈱京都事業所
日本電気化学㈱山科工場
㈱松栄堂長岡京香場

（一財）関西電気保安協会京都支店
日本プラスチック製砥㈱
トクデン㈱
㈱椿本チエイン長岡京工場
㈱カシフジ
河長樹脂工業㈱
旭光精工㈱
二九精密機械工業㈱京都工場・R＆Dセンター
福田金属箔粉工業㈱
古瀬組株式会社（小川組株式会社）
古瀬組株式会社（㈱久栄物産）
古瀬組株式会社（㈱クサナギ）
古瀬組株式会社（五條セメント販売㈱）
古瀬組株式会社（㈲千両松）
古瀬組株式会社（㈱八代建設）
古瀬組株式会社（㈱ベイス）
古瀬組株式会社（松本鋼機㈱）
古瀬組株式会社（株式会社壬生加藤）
㈱ユーシン精機
阪急バス㈱大山崎営業所
㈱ＧＳユアサ　本社管理部門
㈱ＧＳユアサ　ＬＩＢ技術開発センター
㈱ＧＳユアサソシエ　
㈱ＧＳユアサ　グローバル技術統括センター　技術開発本部
㈱ＧＳユアサ　研究・知財部門
㈱ＧＳユアサ　自動車電池事業部
㈱ジーエス・ユアサテクノロジー
㈱ＧＳユアサ　GT　生産技術本部

令和 5年度「京都ゼロ災３か月運動」達成事業場一覧令和 5年度「京都ゼロ災３か月運動」達成事業場一覧 499社（順不同）
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㈱ＧＳユアサ　産業電池電源事業部　電源システム生産本部
㈱大永製作所
㈱ＧＳユアサ構内　（有）エスパー
㈱ＧＳユアサ構内　福原電機㈱
㈱ＧＳユアサ構内　㈱ PEC
㈱ GS ユアサ内　塚腰グローバルコンサルティング
㈱ GS ユアサ内　ＭＴテクニカ㈱
㈱大林組ＧＳユアサ新産電棟工事事務所
日本特殊研砥㈱
㈱日本サーモエナー京都工場
伊東板金工業㈱
日本メンテナス㈱洛西浄化センター
鴻池運輸㈱長岡京事業所
嵯峨運輸㈱
舞鶴運輸㈱京都営業所
㈲関厚運輸
京都通運㈱
㈱ユキオー
佐々木化学薬品㈱
㈱松井色素化学工業所
㈱桂通商
㈱桶谷製作所
吉村建設工業㈱
イケダ労務管理事務所
田中信㈱
介護老人保健施設ぬくもりの里
特別養護老人ホーム御陵洛東園
小規模多機能サービスもみじの家
特別養護老人ホーム修道洛東園

（医）財団康生会武田病院
総合福祉施設修徳

（一社）愛生会介護老人保健施設おおやけの里
（福）あらぐさ福祉会
（福）京都福祉サービス協会高齢者福祉施設西七条
（福）京都福祉サービス協会西七条事務所
（福）京都福祉サービス協会総合福祉施設塔南の園
（福）堀川健康会介護老人保健施設じゅんぷう
（福）城東福祉会　みずほ保育園
（福）東山福祉会　東山こども園
（福）河守福祉会　八雲保育園
（福）洛東園
（福）城東福祉会　亀ヶ丘保育園
（福）八康会 特別養護老人ホーム楽生苑
㈱日本セルネット
㈲村井製作所
㈲田中ステンレス
㈱奥田商店　業務スーパー城陽店
㈱奥田商店　業務スーパー京田辺店
㈱奥田商店　ケント京田辺店
㈱奥田商店　業務スーパー大手筋店
㈱奥田商店　業務スーパー下鳥羽店
㈱奥田商店　業務スーパー洛西店
㈱奥田商店　業務スーパー四条寺町店
㈱奥田商店　業務スーパー三条河原町店
㈱奥田商店　ケント東野店
㈱奥田商店　ケント向日店

㈱奥田商店　ケント北大路店
㈱奥田商店　ケント御池店
㈱奥田商店　ケント宇治店
㈱奥田商店　ケント北白川店
㈱奥田商店　ケント修学院店
㈱奥田商店　ダイソー新堀川店
㈱奥田商店　ケント東寺店
㈱仲啓
みやこ薬局㈱　本店
みやこ薬局㈱　山科店
みやこ薬局㈱　北山店
みやこ薬局㈱　薬大前店
みやこ薬局㈱　紫竹店
みやこ薬局㈱　マツヤスーパー店
みやこ薬局㈱　大宮店
みやこ薬局㈱　桂店
みやこ薬局㈱　北花山店
秀峰自動機㈱

（社・福）同胞会こひつじこども園
㈱谷口そば製粉工場
㈱大興設備開発
㈱スクール・コーポレーション
㈱ソフィア・ソリューションズ
㈱ヤマトヤクリーニング
京都中央信用金庫　本店
　　　　〃　　　　市場支店
　　　　〃　　　　堀川支店
　　　　〃　　　　四条支店
　　　　〃　　　　三条支店
　　　　〃　　　　九条支店
　　　　〃　　　　東山支店
　　　　〃　　　　山科支店
　　　　〃　　　　百万遍支店
　　　　〃　　　　円町支店
　　　　〃　　　　西陣支店
　　　　〃　　　　太秦支店
　　　　〃　　　　十条支店
　　　　〃　　　　北烏丸支店
　　　　〃　　　　西五条支店
　　　　〃　　　　上鳥羽支店
　　　　〃　　　　紫野支店
　　　　〃　　　　桂支店
　　　　〃　　　　伏見支店
　　　　〃　　　　西院支店
　　　　〃　　　　嵐山支店
　　　　〃　　　　御池支店
　　　　〃　　　　長岡支店
　　　　〃　　　　花園支店
　　　　〃　　　　西京極支店
　　　　〃　　　　東五条支店
　　　　〃　　　　金閣寺支店
　　　　〃　　　　醍醐支店
　　　　〃　　　　丸太町支店
　　　　〃　　　　賀茂支店
　　　　〃　　　　梅津支店
　　　　〃　　　　駅前支店

　　　　〃　　　　樫原支店
　　　　〃　　　　山科中支店
　　　　〃　　　　洛西支店
　　　　〃　　　　石田支店
　　　　〃　　　　岩倉支店
　　　　〃　　　　竹田支店
　　　　〃　　　　久世支店
　　　　〃　　　　西小倉支店
　　　　〃　　　　壬生支店
　　　　〃　　　　下鳥羽支店
　　　　〃　　　　大手筋支店
　　　　〃　　　　吉祥院支店
　　　　〃　　　　市場支店丹波口出張所
　　　　〃　　　　城陽支店
　　　　〃　　　　亀岡支店
　　　　〃　　　　今里支店
　　　　〃　　　　下津林支店
　　　　〃　　　　西野山支店
　　　　〃　　　　田辺支店
　　　　〃　　　　八幡支店
　　　　〃　　　　嵯峨野支店
　　　　〃　　　　八条口支店
　　　　〃　　　　大宮寺ノ内支店
　　　　〃　　　　木津支店
　　　　〃　　　　久御山支店
　　　　〃　　　　亀岡駅前支店
　　　　〃　　　　白梅町支店
　　　　〃　　　　葛野支店
　　　　〃　　　　淀支店
　　　　〃　　　　大久保支店
　　　　〃　　　　久津川支店
　　　　〃　　　　下鴨支店
　　　　〃　　　　南山科支店
　　　　〃　　　　常盤支店
　　　　〃　　　　久我支店
　　　　〃　　　　桃山支店
　　　　〃　　　　桂坂支店
　　　　〃　　　　稲荷支店
　　　　〃　　　　藤森支店
　　　　〃　　　　出町支店
　　　　〃　　　　桂駅前支店
　　　　〃　　　　竹田南支店
　　　　〃　　　　御陵支店
　　　　〃　　　　一乗寺支店
　　　　〃　　　　六地蔵支店
　　　　〃　　　　東向日支店
　　　　〃　　　　常盤東支店
　　　　〃　　　　向島支店
　　　　〃　　　　上堀川支店
　　　　〃　　　　久御山中央支店
　　　　〃　　　　上桂支店
　　　　〃　　　　銀閣寺支店
　　　　〃　　　　田辺駅前支店
　　　　〃　　　　木幡支店
　　　　〃　　　　墨染支店
　　　　〃　　　　富野荘支店

署・支部からのお知らせ
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　　　　〃　　　　泉涌寺支店
　　　　〃　　　　宇治支店
　　　　〃　　　　加茂町支店
　　　　〃　　　　黄檗支店
　　　　〃　　　　小倉支店
　　　　〃　　　　寺田支店
　　　　〃　　　　井手支店
　　　　〃　　　　三室戸支店
　　　　〃　　　　精華支店
　　　　〃　　　　宇治田原支店
　　　　〃　　　　神明支店
　　　　〃　　　　大宮支店
　　　　〃　　　　松井山手支店
　　　　〃　　　　府庁前支店
　　　　〃　　　　事務センター
　　　　〃　　　　第二文書センター
㈱京都銀行　　　 本店
　　　　〃　　　　業務サポート部
　　　　〃　　　　地域サポート営業部
　　　　〃　　　　四条支店
　　　　〃　　　　七条支店
　　　　〃　　　　京都駅前支店
　　　　〃　　　　河原町支店
　　　　〃　　　　大宮支店
　　　　〃　　　　三条支店
　　　　〃　　　　府庁前支店
　　　　〃　　　　西院支店
　　　　〃　　　　西七条支店
　　　　〃　　　　京都市役所前支店
　　　　〃　　　　円町支店
　　　　〃　　　　二条駅前支店
　　　　〃　　　　聖護院支店
　　　　〃　　　　西陣支店
　　　　〃　　　　銀閣寺支店
　　　　〃　　　　下鴨支店
　　　　〃　　　　高野支店
　　　　〃　　　　出町支店
　　　　〃　　　　修学院支店
　　　　〃　　　　三宅八幡支店
　　　　〃　　　　常盤支店
　　　　〃　　　　帷子ノ辻支店
　　　　〃　　　　嵯峨支店
　　　　〃　　　　桂支店
　　　　〃　　　　上桂支店
　　　　〃　　　　太秦安井支店
　　　　〃　　　　西京極支店
　　　　〃　　　　洛西支店
　　　　〃　　　　松尾支店
　　　　〃　　　　西桂支店
　　　　〃　　　　白梅町支店
　　　　〃　　　　鞍馬口支店
　　　　〃　　　　上堀川支店
　　　　〃　　　　金閣寺支店
　　　　〃　　　　九条支店
　　　　〃　　　　吉祥院支店
　　　　〃　　　　東九条支店

　　　　〃　　　　久世支店
　　　　〃　　　　東山支店
　　　　〃　　　　山科支店
　　　　〃　　　　山科中央支店
　　　　〃　　　　下鳥羽支店
　　　　〃　　　　稲荷支店
　　　　〃　　　　伏見支店
　　　　〃　　　　淀支店
　　　　〃　　　　墨染支店
　　　　〃　　　　向島支店
　　　　〃　　　　桂川支店
　　　　〃　　　　長岡京駅前支店
　　　　〃　　　　長岡今里支店
　　　　〃　　　　松井山手支店
　　　　〃　　　　八幡中央支店
　　　　〃　　　　宇治田原支店
　　　　〃　　　　三室戸支店
　　　　〃　　　　東長岡支店
　　　　〃　　　　久津川支店
　　　　〃　　　　大住支店
　　　　〃　　　　伊勢田支店
　　　　〃　　　　精華町支店
　　　　〃　　　　木幡支店
　　　　〃　　　　男山支店
　　　　〃　　　　富野荘支店
　　　　〃　　　　六地蔵支店
　　　　〃　　　　久御山町支店
　　　　〃　　　　向日町支店
　　　　〃　　　　長岡支店
　　　　〃　　　　宇治支店
　　　　〃　　　　大久保支店
　　　　〃　　　　木津支店
　　　　〃　　　　小倉支店
　　　　〃　　　　田辺支店
　　　　〃　　　　城陽支店
　　　　〃　　　　北桑支店
　　　　〃　　　　福知山支店
　　　　〃　　　　綾部支店
　　　　〃　　　　東舞鶴支店
　　　　〃　　　　西舞鶴支店
　　　　〃　　　　宮津支店
　　　　〃　　　　加悦谷支店
　　　　〃　　　　峰山支店
　　　　〃　　　　久美浜支店
　　　　〃　　　　城陽支店寺田駅前出張所
　　　　〃　　　　府庁出張所
京都信用金庫　　　本店ビル
　　　　〃　　　　河原町支店
　　　　〃　　　　三条支店
　　　　〃　　　　銀閣寺支店
　　　　〃　　　　西陣支店
　　　　〃　　　　北大路支店
　　　　〃　　　　鞍馬口支店
　　　　〃　　　　北野支店
　　　　〃　　　　東山支店
　　　　〃　　　　壬生支店

　　　　〃　　　　九条支店
　　　　〃　　　　吉祥院支店
　　　　〃　　　　西大路支店
　　　　〃　　　　長岡支店
　　　　〃　　　　亀岡支店
　　　　〃　　　　園部支店
　　　　〃　　　　八木支店
　　　　〃　　　　桂支店
　　　　〃　　　　伏見支店
　　　　〃　　　　梅津支店
　　　　〃　　　　山科支店
　　　　〃　　　　北伏見支店
　　　　〃　　　　城陽支店
　　　　〃　　　　修学院支店
　　　　〃　　　　円町支店
　　　　〃　　　　北山支店
　　　　〃　　　　田辺支店
　　　　〃　　　　六地蔵支店
　　　　〃　　　　上鳥羽支店
　　　　〃　　　　桂川支店
　　　　〃　　　　南桃山支店
　　　　〃　　　　嵯峨支店
　　　　〃　　　　朱雀支店
　　　　〃　　　　東亀岡支店
　　　　〃　　　　北山科支店
　　　　〃　　　　西山科支店
　　　　〃　　　　洛西支店
　　　　〃　　　　岩倉支店
　　　　〃　　　　丸太町支店
　　　　〃　　　　三山木支店
　　　　〃　　　　七条支店
　　　　〃　　　　西院支店
　　　　〃　　　　下鴨支店
　　　　〃　　　　西宇治支店
　　　　〃　　　　常盤支店
　　　　〃　　　　物集女支店
　　　　〃　　　　西山天王山支店
　　　　〃　　　　西京極支店
　　　　〃　　　　紫竹支店
　　　　〃　　　　十条支店
　　　　〃　　　　滝ノ町支店
　　　　〃　　　　稲荷支店
　　　　〃　　　　祇園支店
　　　　〃　　　　宇治支店
　　　　〃　　　　城陽駅前支店
　　　　〃　　　　樫原支店
　　　　〃　　　　岩倉中町支店
　　　　〃　　　　久御山支店
　　　　〃　　　　西賀茂支店
　　　　〃　　　　東桂支店
　　　　〃　　　　百万遍支店
　　　　〃　　　　御室支店
　　　　〃　　　　松井山手支店
　　　　〃　　　　東向日支店

署・支部からのお知らせ
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京阪ホテルズ＆リゾーツ株式会社様が、令和 5年 7月 20日京都労働局に於いて、赤松俊彦京都労働局長 
から常務取締役の谷直記 様に、京都府内の宿泊業では初めて「プラチナくるみん（２つ星くるみんも同日 
認定）」認定通知証が交付（7/4付）されました。 
「プラチナくるみん」とは、優良な子育てサポートについて 12項目ある認定基準を満たし、高い水準の取り 
組みを行っている企業として認められた場合に、厚生労働大臣から特例認定を受けることができる制度です。 

赤松俊彦京都労働局長から専務理事の橋本秀哉 様に、認定通知証（8/29付）が交付されました。 
『プラチナくるみんプラス認定』とは、 男女の育児休業取得実績、出産から 1年後の女性の在職割合 
等の 12の認定基準を満たした『プラチナくるみん認定』（優良な子育てサポート企業）であることに 
加えて、不妊治療のための休暇制度、両立支援制度の導入や労働者の理解を促進するための研修の実 
施など、４項目の認定基準を満たした場合に、優良な子育てサポート企業であることにプラスして、 
不妊治療と仕事との両立をサポートする企業として、『プラチナくるみんプラス認定』を受けることが 
できる制度です。この認定を受けるには、あらかじめ『くるみん認定』または『トライくるみん認定』 
の取得が必要ですが、認定を受けるとププララチチナナくくるるみみんんププララススママーーククを商品や広告（求人広告を含む） 
などに表示ができ、採用活動で求職者へのアピールや公共調達の加点評価等を受けることができます。 

赤松局長（左）から橋本 専務理事（右）に 
「プラチナくるみんプラス認定通知書」を交付 

京京阪阪ホホテテルルズズ＆＆リリゾゾーーツツ株株式式会会社社「「ププララチチナナくくるるみみんん」」認認定定  

赤松局長（左）から谷 常務取締役（右）に 
「プラチナくるみん認定通知書」を交付 

（左）常務取締役 谷 直記 様 【プラチナくるみん認定通知書】 
（右）管理本部 総務人事担当 統轄部長 木原 千絵 様【くるみん認定通知書】 

京京都都中中央央信信用用金金庫庫  「「ププララチチナナくくるるみみんんププララスス」」認認定定  
京京都都府府内内でで初初めめてて（（金金融融業業でではは関関西西初初！！））  

京都中央信用金庫様が京都府内で初めて（金融業では関西初！）令和� 5� 年� 8� 月� 29� 日京都労働局に於い
て、 

署・支部からのお知らせ
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No 企 業 名 特例認定年 特例プラス認定年 
1 京阪ホテルズ＆リゾーツ株式会社 2023年  
2 株式会社京都銀行 2019年  
3 京都中央信用金庫 2019年 2023年 
4 三洋化成工業株式会社 2017年  
5 株式会社ＧＳユアサ 2020年  
6 株式会社堀場エステック 2019年  
7 株式会社堀場製作所 2020年  
8 株式会社ワコール 2017年  

No 企 業 名 認定年 認定回数 プラス認定年 プラス認定回数  
1 医療法人医仁会 2011年 1   
2 関西ガスメーター株式会社 2016年・2020年 2   
3 京阪ホテルズ＆リゾーツ株式会社 2021年・2023年 ２   
4 株式会社京都銀行 2008年・2013年・2019年 3   
5 京都信用金庫 2014年・2016年・2018年 

2021年 
4   

6 京都中央信用金庫 2009年・2013年・2017年・
2019年 

4   

7 佐々木化学薬品株式会社 2017年 1   
8 三洋化成工業株式会社 2007年・2009年・2012年・

2016年・2017年 
5   

9 株式会社 GSユアサ 2017年 1   
10 宝酒造株式会社 2007年 1   
11 日本新薬株式会社 2007年・2012年 2   
12 任天堂株式会社 2010年・2015年 2   
13 福田金属箔粉工業株式会社 2016年 1   
14 株式会社堀場アドバンスドテクノ 2023年 1   
15 株式会社堀場エステック 2008年・2013年 2   
16 株式会社堀場製作所 2008年・2012年 2   
17 マクセル株式会社 2007年・2009年 2   
18 株式会社村田製作所 2008年 1   
19 株式会社ワコール 2012年・2015年・2018年 3   

認認定定企企業業一一覧覧（（会会員員事事業業場場  抜抜粋粋））                                       

  ① プラチナくるみん認定企業（京都府内での認定企業は 17社） （50音順） 

② くるみん認定企業 （50音順） 

署・支部からのお知らせ
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令令和和５５年年度度「「京京都都下下地地域域安安全全衛衛生生セセミミナナーー」」開開催催  

令和５年度「京都下地域安全衛生セミナー」が 11月 15日（水）、京都下労働基準監督 

署ならびに公益社団法人京都労働基準協会京都下支部の主催、京都産業保健総合支援セ 

ンターの共催と京都衛生管理者会後援のもと、京都経済センター６階会議室において開

催しました。 

セミナーの冒頭、主催者を代表して公益社団法人京都労働基準協会京都下支部の支部

長代理として、京都銀行人事総務部の小林健志次長によ

る挨拶の後、京都下労働基準監督署の田中淳史署長より

ご挨拶いただきました。 

次に「京都ゼロ災３か月運動」達成証の交付式が行わ

れ、ゼロ災を達成された事業場を代表し、一般社団法

人愛成会介護老人保健施設おおやけの里様に田中署

長から達成証に加え、署長名と支部長名の連名による顕彰文書（セ

ミナー参加事業のみ）が交付されました。 その後、本セミナーにご

参加いただいているゼロ災達成事業場にも順次交付されました。 

続いて、山﨑裕史安全衛生課長より基調講演 

として『労働災害の現状と課題について』と題 

し、業種別・年別の労働災害の発生状況ならび 

に令和５年度～令和９年度（５か年）を対象と         

した、第 14次労働災害防止計画の目標につい 

てご講話いただきました。 

そして、次の健康講話では『メンタル

ヘルス対応Ｑ＆Ａについて』と題し、京

都産業保健総合支援センターメンタル

ヘルス対策促進員の勝見九重様に、今ま

で多くの事業場から相談依頼があった

事例の中から、試し出社のさせ方や職場復帰にあたっての対応方法についてご講話いた 

だきました。 

最後の特別講演では、京都労働局労働基準部長の岸泰広様に『化学物

質の新たな規制について（これは簡単！だれにでもできるリスクア 

セスメント手法）』と題し、危険物・有害物（主に化学物質）に起因す

る労働災害の約８割が、規制対象外の化学物質で発生しているという 

現状から、労働災害を無くすためには、全化学物質のリスクアセスメ 

ントの実施が不可欠であるということを説かれ、簡単にリスクアセスメ

ントができる手法である『CREATE-SIMPLE法』の使い方について、その全容の解説と実

施手順（リスクの判定まで）について、わかりやすくご熱弁いただきました。 

小林健志 支部長代理 田中淳史 署長 

セミナー風景

「京都ゼロ災３か月運動」 

おおやけの里 様（右） 
達成証交付式

勝見九重 様 

山﨑課長 様 

岸基準部長 様 

その他のお知らせ
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10 月 26 日（木）に京都下産業保健連絡協議会
主催、京都府医師会の共催により、産業医研修が開

催されました。当日の参加者は 12 名でした。 
研修会冒頭、京都下産業保健連

絡協議会の深江会長による主催者

挨拶があり、次に研修会場をご提

供いただきましたマクセル株式会

社を代表して、寺井部長と同敷地内にあるビー

クルエナジージャパン株式会社の重国本部長の

お二人からご挨拶をいただきました。 
その後、二班に分かれて産業医による職場巡視（実習）が行

われました。マクセル㈱様の班は、インク事業推進部の甲斐担当

部長により、インクジェットインク用 LED-UV 硬化インク（2D 印刷インク、3D プリ
ンタインク）、機能性インク（透明導電インク）などの製造工程をご案内いただき、ビー

クルエナジージャパン㈱様の班では、製造部の福井担当部長により、作業負荷軽減、作

業効率などの各種改善事例をご紹介いただきました。そして健康管理面では、チェック

表を用いたメンタルヘルス管理のご紹介をいただきました。 
また座学では、講師に京都産業保健総合支 
援センターで産業衛生・労働衛生工学をご担 
当されている桑村相談員を講師に迎え、『安全 
衛生委員会の運営と安全衛生計画の策定につ 
いて』と題し、ご講演いただきました。 
最後に京都下労働基準監督署 
の田中署長による閉会挨拶で 
研修会は無事終了しました 

京都下産業保健連絡協議会とは、京都下労働基準監督署管内の５地区医師会（下京東部 、 
下京西部、東山、山科、乙訓）と京都労働基準協会京都下支部及び京都下労働基準監督署で 
構成され、管内における産業保健活動の推進、事業場の労働衛生管理水準の向上を目的とし 
て、産業医と衛生管理者のための合同研修会を京都府医師会との共催により開催しています。 

令令和和５５年年度度『『産産業業医医研研修修会会』』がが開開催催さされれままししたた

（於：マクセル株式会社 ＆ ビークルエナジージャパン株式会社） 

田中署長 

桑村相談員 

深江会長 

重国本部長 寺井部長 

その他のお知らせ
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株式会社湖池屋 京都工場
（京都府南丹市園部町）

　令和 5 年 10 月 12 日（木）金属機械部会・電器部会
合同研修会が開催されました。
　今回は日清食品グループ傘下で、園部にある㈱湖池
屋の京都工場に訪問させていただきました。 ㈱湖池
屋は 1953 年に創業され、1962 年に「ポテトチップス 
のり塩」の製造を皮切りに、1967 年には日本で初め
てポテトチップスの量産化に成功された老舗企業で、
1986 年に園部に京都工場を設立されました。製造当
初は籠に入ったジャガイモを油で揚げた後に味付け
し、一斗缶に入れて販売されていたとのことでした。
　当日の移動手段は、京都駅から JR 嵯峨野線の快速
列車で園部駅まで移動し、園部駅から工場までは㈱湖
池屋様のマイクロバスにてご送迎いただきました。
　そして、工場では以前に工場長をされていた主幹の
片山様より会社概要のご説明をしていただいた後、製
造工程をご案内いただきました。その際、食品工場と
いう事もあり、厳重な衛生管理のもと全員が防塵服な
らびにマスク・帽子を着用し、製造工程に入りまし
た。その時ちょうど『カラムーチョ』が製造されてい
たので、その場で調味料が付いていない商品や出来立
ての商品を少しずつ食べさせていただきワクワクしま
した。
　最近発売された「湖池屋プライドポテト JAPAN 京
都 柚子七味」という商品は、京都府南丹市産の柚子
を京都嵯峨嵐山の七味屋「かみ舎楽」が特別にブレン
ドした柚子七味という商品を使用したフライドポテト

で、お土産にもらったので自宅で試食しましたが、と
ても美味しくいただくことができました。また創業当
初からの『ポテトチップス のり塩』も現在では高級
のりを使用されているとのことで、是非購入して食べ
ていただきたいとアピールされていました。
　また㈱湖池屋では、商品を通じた地域貢献プロジェ
クト「湖池屋 JAPAN PRIDE プロジェクト」を推進
されており、その一環として開発・販売により「文化
の都・京都」の取り組みを応援するため、売上 1 袋に
つき 1 円を京都府の文化財の保存・継承・活用事業に
寄付されているとの事でした。
　そして、製造工程では、外国人（インドネシア
etc.）就労者も雇用されているとのことでしたが、安
全衛生管理もキメ細かくされているとのことでした。
　最後にマイクロバスでご送迎いただいた時の運転手
さんが片山主幹だったという事がわかり、お心遣いに
感謝の気持ちでいっぱいでした。
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宝酒造株式会社 伏見工場 と
宝ホールディングス歴史記念館

　2023（令和 5）年 10 月 23 日（月）一般部会と商業
部会によって企画された工場見学会が部会以外の参加
希望者も募り開催されました。
　今回は宝ホールディングス様のご厚意により、宝酒
造株式会社の伏見工場ならびに創業の地で一般公開さ
れていない宝ホールディングス歴史記念館を見学させ
ていただきました。このコースは 5 年前にも計画され
たことがあり 2 回目となりました。
　当日は、12 時 30 分に始発場所である「からすま京
都ホテル」向かい側より、当協会の役員会社でもあ
る「ひがし都交通」様のジャンボタクシーを手配させ
ていただき出発した後、第二集合場所である竹田駅を
経由して、そこからは小型タクシーも追加手配し 11
名（事務局を含む）で「宝酒造㈱伏見工場」に向かい
ました。伏見工場では、工場長の大槻様による会社説
明の後、生産管理部詰口課長の川島様に自動化された
工場の生産ラインを丁寧にご説明いただきました。見
学の途中では参加者から多くの質問が出ましたが、す
べて快くご説明いただき、参加者全員の知識が深まっ
たことで有意義な見学会となりました。最後に私たち
をお出迎えとお見送りをしていただきました工場管理
課専任課長の杉田様より、リスクアセスメントを中心
とした伏見工場の安全衛生活動の取組をご紹介いただ
き、たいへん参考になりました。
　次に再びジャンボタクシーに乗車し、丹波橋駅（京
阪・近鉄）近くにある「宝ホールディングス歴史記念
館」に移動しました。ここでは運営管理室長の平尾様
により、館内の説明を約 2 時間熱くご説明いただきま
した。この施設は、創立 90 周年の記念事業の一環と

して、2017（平成 29）年春に完成された社員研修施
設で、江戸時代後期の 1842（天保 13）年にこの地で
清酒造りを始められた場所とのことでした。
　1 階エントランス正面には、四方卯三郎（初代社長）
様と大宮庫吉（3 代・5 代社長）様の胸像が置かれて
おり、その間には四方卯三郎から大宮庫吉に宛てた手
紙が展示されていました。そして、シースルーのエレ
ベーターで 2 階に上がりましたが、壁面には石原裕次
郎をはじめとした歴代看板スターの宣伝ポスターが掲
示してありました。
　2 階の展示コーナーでは、酒造業開始から会社創立、
そして現在の宝酒造、宝酒造インターナショナル、タ
カラバイオの各事業に至るまで、パネルを 1 枚ずつ細
かくご説明いただきました。宝グループの社員のみな
さんは、ここで創業者ならびに歴代社長の偉業に触れ
られると共に、会社の歴史や変革を知ることで、各分
野に戻られた際には、将来に向けた大きな目標や希望
となっていくのだろうと感じました。
　見学を通じて松竹梅白壁蔵「澪」など宝酒造様の商
品のファンになったところで、無事見学会は終了とな
りました。
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業種別部会企画 研修会（座学） 
  
 

日  時 テ  ー  マ 講    師 参加者数 

  2023.11.27（月） 

15：00～16：30 
『職場の三大ハラスメント 

（パワハラ、セクハラ、マタハラ）』について 
京都総合法律事務所 

パートナー弁護士  伊山 正和 氏 24名 

 

 

 

 

※京都下地域安全衛生セミナーの記事もご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日   時 テ  ー  マ 講    師 参加者数 

2023.11.15（水） 

14：00～16：40 

「労働災害の現状と課題」について 
京都下労働基準監督署 

安全衛生課長 山﨑 裕史 氏 

34名 
 

「メンタルヘルス対応Ｑ＆Ａ」について 

 

京都産業保健総合支援センター 

メンタルヘルス対策促進員 

勝見 九重 氏 

「化学物質の新たな規制」について 
（これは簡単！だれにでもできるリスクアセスメント手法） 

京都労働局 

労働基準部長  岸   泰広 氏 

配信期間 テ ー マ 講    師 参加者数 

2023.9.6～2023.9.30 
日常業務の中で 

やりがいとやる気を生むマネジメント 
株式会社日本人財研究所 

代表取締役 末村 誠規  氏 
20名 

 

市内３支部 第３回 労務管理 WEBセミナーを開催しました 

１）金属機械部会・電器部会［合同企画］によるセミナーを開催しました 

２）化学紙印刷部会・建設部会［企画］テーマは、『京都下地域安全衛生セミナー』にて採用しました。 

 

【今後のセミナー開催予定】 

・一般部会・商業部会企画のセミナーは２月２７日（火）15：30～ 京都経済センター４階 会議室 4-Aにて開催。 

※部会に関係なく参加できます 

・タクシー部会・運輸倉庫部会企画のセミナーは３月１日（金）16:30～ 京都東急ホテルにて開催。                

※上支部ならびに南支部のハイタク部会と合同開催のため、該当部会のみとさせていただきます。 
 

◎空いた時間に自由に聴講できるよう、11分割し配信しました。 

1.オリエンテーション 

2.私の職場の現状 

3.組織のリーダーの役割とは 

10.（参考）事例紹介 

11.（参考）研修のご紹介 

4.組織をまとめるマネジメント 

5.言葉に書き出す（前半） 

6.言葉に書き出す（後半） 

 

7.全体に伝える 

8.個別に伝える 

9.ＰＤＣＡを回す 

【セミナー要旨】 

従業員がハラスメントを受けたという主張をしてきた場

合の心構えと、具体的な対応方法について、裁判事例を交え

ながら分かり易くご説明いただきました。まず、職場でのハ

ラスメント行為に関しては、ハラスメントを受けたと言われ

れば、それだけでハラスメントが認定されてしまう訳ではな

いのに、ハラスメントの主張を恐れるあまり、必要な注意指

導まで手控えてしまっては、本末転倒になってしまうという

お話と、セクハラに関しては、従業員にそう思われるような

行動自体を慎まないといけないのは当然だが、セクハラを受

けたという主張に対して、どのような対応を取らなければな

らないのかということを企業側の立場から、具体的にわかり

やすくご教示いただきました。今回のセミナーに参加された

事業場にとっては、職場で即活用できる有益な講演となりま

した。 

弁護士 伊山 正和 氏  
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R5.7. 7 令令和和 55年年度度京京都都安安全全衛衛生生大大会会[本部]  

（ロームシアタ-京都サウスホール） 

7.20 衛衛生生管管理理者者出出張張試試験験[本部]（みやこめっせ） 

7.31 衛衛生生管管理理者者会会幹幹事事会会[本部]（京都経済センター）  

8. 4 京京都都下下労労基基だだよよりり  №№226688号号発発行行 

8.24 第第１１回回京京都都下下地地域域産産業業保保健健ＣＣ運運営営協協議議会会（京都府医師会館） 

8.28 第第１１回回支支部部事事務務局局長長会会議議[本部] 

9. 6～30 労労務務管管理理 WWEEBBセセミミナナーー配配信信（市内３支部） 

9.19 第第２２回回京京都都労労働働安安全全衛衛生生関関係係団団体体等等連連絡絡協協議議[本部] 

9.27～29第第 8822回回全全国国産産業業安安全全衛衛生生大大会会 iinn名名古古屋屋 

10. 2 機機関関紙紙『『京京都都労労基基だだよよりり』』編編集集委委員員会会（京都下労働基準監督署）  

10. 4 京京都都産産業業保保健健セセミミナナーー及及びび京京都都衛衛生生管管理理者者会会総総会会[本部]（池坊学園こころホール）  

10.26 産産業業医医・・衛衛生生管管理理者者合合同同研研修修会会（マクセル㈱） 

11.10 第第 5599回回京京都都府府建建設設業業労労働働災災害害防防止止大大会会 

（ロームシアタ-京都サウスホール） 

11.15 京京都都下下地地域域安安全全衛衛生生セセミミナナーー（京都経済センター） 

12.20 第第２２回回支支部部事事務務局局長長会会議議[本部] 

12.20 第第 33回回京京都都労労働働安安全全衛衛生生関関係係団団体体等等連連絡絡協協議議会会及及びび教教習習部部会会合合同同会会議議[本部]  

R6.1.10 京都下労基だより №269号発行（予定）  

1.12 安全祈願祭・新年互例会[本部]（予定）   

2.27「一般部会・商業部会」合同研修会（予定）  

3. 1「タクシー部会・運輸倉庫部会」合同研修会（予定）  

           

3. 6 第第３３回回理理事事会会[本部]（予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        令令和和５５年年度度  講講習習実実施施状状況況（（中中間間））        

◎◎新新入入社社員員安安全全衛衛生生等等教教育育  

4月 18日         【35名】京都経済センター 

◎◎安安全全衛衛生生推推進進者者養養成成講講習習  

6月 28日～29日  【22名】京都経済センター  

1月 11日～12日  【予 定】京都経済センター 

◎◎安安全全管管理理者者選選任任時時研研修修  

5月  9日～10日  【20名】京都経済センター 

11月 16日～17日  【15名】京都経済センター 

◎◎職職長長等等にに対対すするる安安全全衛衛生生教教育育  

5月  29日～ 30日【48名】京都経済センター  

9月  7日～  8日【28名】京都経済センター  

◎◎ＫＫＹＹＴＴ職職場場活活性性化化研研修修会会  

6月  9日       【39名】京都経済センター 

12月  1日       【16名】京都経済センター 

◎◎電電気気取取扱扱業業務務（（低低圧圧））特特別別教教育育  

6月 26日       【17名】京都経済センター 

6月 27日       【15名】京都経済センター 

11月 21日       【18名】京都経済センター 

11月 22日       【17名】京都経済センター 

12月 15日       【64名】外部（出張）講習 

◎◎研研削削とといいしし取取替替ええ等等業業務務のの特特別別講講習習（２日間）  

7月 21日〔学科〕【21名】京都経済センター   

7月 22日〔実技〕三菱自動車工業㈱ 京都製作所 

11月  2日〔学科〕【16名】京都経済センター   

11月  4日〔実技〕三菱自動車工業㈱ 京都製作所 

◎◎フフルルハハーーネネスス型型安安全全帯帯（（墜墜落落制制止止用用器器具具））使使用用作作業業特特別別教教育育  

7月 13日       【23名】京都経済センター 

12月 12日       【19名】京都経済センター 

◎◎一一般般建建築築物物石石綿綿含含有有建建材材調調査査者者講講習習  

12月 18日～19日【28名】京都経済センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 報 告 

 

※京都上支部・京都南支部 両ハイタク部会共催 

令和６年度 通常総会までの会議日程（予定） 

 
R6.2.16  令和５年度 第２回支部長・副支部長会議 

（京都経済センター） 

R6.2.22  令和５年度 第２回支部運営委員会 

（京都経済センター） 

R6.4.11  令和５年度 会計監査（京都経済センター） 

R6.4.12  令和６年度 第１回支部長・副支部長会議 

（京都経済センター） 

R6.4.15  令和６年度 第１回支部運営委員会 

（京都経済センター） 

R6.5.23  令和６年度 通常総会（都ホテル京都八条） 

支部ニュース

事業報告
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京都上支部 京都下支部 京都南支部

新新 入入 社社 員員 安安 全全 衛衛 生生 教教 育育 4月17日 （水） 京都経済センター ◎ ○ ○ 上支部

5月9日 （木）

5月10日 （金）

5月27日 （月）

5月28日 （火）

KKYYTT(( 危危 険険 予予 知知 訓訓 練練 ）） 研研 修修 会会 6月7日 （金） 京都経済センター ◎ 下支部

電電 気気 取取 扱扱 業業 務務 （（ 低低 圧圧 ）） 特特 別別 教教 育育 ①① 6月10日 （月） 京都経済センター ○ ◎ ○ 下支部

電電 気気 取取 扱扱 業業 務務 （（ 低低 圧圧 ）） 特特 別別 教教 育育 ②② 6月11日 （火） 京都経済センター ○ ◎ ○ 下支部

6月27日 （木）

6月28日 （金）

フフ ルル ハハ ーー ネネ スス 型型 安安 全全 帯帯 使使 用用 作作 業業
（（ 墜墜 落落 制制 止止 用用 器器 具具 ）） 特特 別別 教教 育育

7月5日 （金） 京都経済センター ○ ○ ◎ 南支部

7月19日 （金） 京都経済センター

7月20日 （土） 三菱自動車工業㈱ 京都製作所

9月5日 （木）

9月6日 （金）

10月23日 （水）

10月24日 （木）

11月1日 （木） 京都経済センター

11月2日 （土） 三菱自動車工業㈱ 京都製作所

11月5日 （火）

11月6日 （水）

電電 気気 取取 扱扱 業業 務務 （（ 低低 圧圧 ）） 特特 別別 教教 育育 ①① 11月20日 （水） 京都経済センター ○ ◎ ○ 下支部

電電 気気 取取 扱扱 業業 務務 （（ 低低 圧圧 ）） 特特 別別 教教 育育 ②② 11月21日 （木） 京都経済センター ○ ◎ ○ 下支部

KKYYTT(( 危危 険険 予予 知知 訓訓 練練 ）） 研研 修修 会会 12月4日 （火） 京都経済センター ○ ○ ◎ 南支部

フフ ルル ハハ ーー ネネ スス 型型 安安 全全 帯帯 使使 用用 作作 業業
（（ 墜墜 落落 制制 止止 用用 器器 具具 ）） 特特 別別 教教 育育

12月9日 （月） 京都経済センター ○ ◎ ○ 下支部

1月9日 （木）

京都経済センター ○ ○ ◎ 南支部

1月10日 （金）

一一 般般 建建 築築 物物 石石 綿綿 含含 有有 建建 材材 調調 査査 者者 講講 習習 京都経済センター ○ ○ ◎ 南支部

　※他支部の単独開催は除く

○ ◎ ○

○ ◎

○ 上支部

安安 全全 管管 理理 者者 選選 任任 時時 研研 修修 京都経済センター

（公社）京都労働基準協会　京都下支部　　TEL　075－353－3523     FAX　075－353－3530

　　　　 公公益益社社団団法法人人京京都都労労働働基基準準協協会会

令令和和６６年年度度　　市市内内３３支支部部【【京京都都上上・・京京都都下下・・京京都都南南】】年年間間講講習習予予定定表表

研研 削削 砥砥 石石 取取 替替 特特 別別 教教 育育 ◎

講講　　　　習習　　　　名名 日日　　　　程程
開開催催支支部部  （◎印は申込先）

申申込込先先
（窓口）

講講習習会会場場

（公社）京都労働基準協会　京都上支部　　TEL　075－353－3513     FAX　075－353－3520

○ ○

下支部

◎

研研 削削 砥砥 石石 取取 替替 特特 別別 教教 育育

（公社）京都労働基準協会　京都南支部　　TEL　075－611－8286     FAX　075－611－8400

上支部

安安 全全 衛衛 生生 推推 進進 者者 養養 成成 講講 習習

○ 上支部

職職 長長 等等 にに 対対 すす るる 安安 全全 衛衛 生生 教教 育育 京都経済センター 南支部

安安 全全 衛衛 生生 推推 進進 者者 養養 成成 講講 習習 京都経済センター

◎ ○

職職 長長 等等 にに 対対 すす るる 安安 全全 衛衛 生生 教教 育育 京都経済センター ○ ◎

○

下支部

安安 全全 管管 理理 者者 選選 任任 時時 研研 修修 京都経済センター ◎ ○ ○ 上支部

支部ニュース
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9� 月� 27 � 日～29 � 日の� 3� 日間 中央労働災害防止協会主催による「全国産業安全衛生大会」が８年ぶり

に名古屋で開催されました。会場はポートメッセなごやで、参加者数は約� 11，500 � 名でした。 

第第 8822回回  全全国国産産業業安安全全衛衛生生大大会会 22002233iinn名名古古屋屋  開開催催さされれるる  

令和６年度は 11月 13日（水）～15日（金）の 3日間、広島県立総合体育館（グリーンアリーナ） 

   他で開催されます。 

支部ニュース

大 

会 

宣 

言 
  

我
が
国
の
労
働
災
害
は
、
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
長
期
的
に
減
少
し
て
き
た
。
二
〇

二
〇
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
中
、
増
加
に
転
じ
た
労
働
災
害
に

よ
る
死
亡
者
数
に
つ
い
て
は
、
本
年
は
前
年
よ
り
減
少
し
た
。
し
か
し
、
休
業
四
日
以
上

の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は
、
第
三
次
産
業
を
中
心
に
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。
転
倒
災
害

や
墜
落
・
転
落
災
害
な
ど
作
業
行
動
に
起
因
す
る
災
害
も
中
高
年
層
で
増
加
し
て
い
る
。 

労
働
者
の
健
康
を
め
ぐ
っ
て
は
、
仕
事
や
職
業
生
活
に
関
す
る
不
安
や
悩
み
、
ス
ト
レ

ス
を
抱
え
る
労
働
者
の
増
加
や
、
働
き
方
の
変
化
の
影
響
に
つ
い
て
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
の
防
止
対
策
や
、
病
気
を
抱
え
た
労
働
者

の
治
療
と
仕
事
の
両
立
は
、
引
き
続
き
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

将
来
の
予
測
の
困
難
な
現
代
に
お
い
て
、
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
し
、
諸
課
題
を
克
服

し
て
い
く
た
め
に
は
、
Ｄ
Ｘ
に
代
表
さ
れ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面

で
取
り
入
れ
、
就
業
形
態
の
変
化
は
も
と
よ
り
、
価
値
観
の
多
様
化
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

労
働
災
害
の
な
い
、
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
は
、
全
て
の
働
く

人
、
全
て
の
国
民
の
願
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
国
、
事
業
者
、
労
働
者
等
全
て
の
関

係
者
が
、
本
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
十
四
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
重
点

事
項
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

本
大
会
は
、
企
業
の
、
さ
ら
に
は
業
種
の
垣
根
を
越
え
て
、
全
国
の
関
係
者
の
参
集
の

下
、
最
新
の
情
報
を
共
有
し
、
学
び
、
交
流
す
る
場
で
あ
る
。
ゼ
ロ
災
害
全
員
参
加
運
動

の
強
力
な
推
進
を
決
議
し
て
か
ら
五
十
年
と
い
う
節
目
の
年
で
あ
る
本
年
、
こ
こ
名
古
屋

の
地
で
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に
お
い
て
、
労
働
災
害
に
よ
る
犠
牲
者
を
こ
れ
以
上
出
さ
な

い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
誓
う
。 

 

右
、
宣
言
す
る
。 

 

令
和
五
年
九
月
二
十
七
日 

第
八
十
二
回
全
国
産
業
安
全
衛
生
大
会 
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安安全全衛衛生生教教育育用用 DDVVDD貸貸出出ししリリスストト  兼兼  申申込込書書  

・・使使用用料料金金はは、、１１本本  １１週週間間（（７７日日間間））のの貸貸出出ししでで、、会会員員￥￥888800（（税税込込））  非非会会員員￥￥22,,220000（（税税込込））でですす。。  ※※複複数数本本もも可可  

・・原原則則ととししてて貸貸出出しし・・ごご返返却却のの際際ににはは、、当当事事務務所所ままででおお越越ししくくだだささいい。。  ※※レレンンタタルル料料はは前前払払いいととななりりまますす。。  

・・事事前前ににおお電電話話ででごご希希望望ＤＤＶＶＤＤのの貸貸出出しし状状況況ををごご確確認認のの上上、、希希望望欄欄にに✓✓印印をを入入れれてていいたただだきき FFAAXXままたたはは EE--mmaaiill  

ににてておお申申込込みみくくだだささいい。。  

事事業業場場名名                                                                              

電電話話番番号号                                                                              

ごご担担当当者者                                                                              

貸貸出出期期間間          ／／      ～～      ／／        ままでで      
 タ イ ト ル 収録時間 希望欄 
1 新新入入社社員員のの安安全全とと健健康康  22分  

2 ＤＤＶＶＤＤでで早早わわかかりり  労労働働安安全全衛衛生生法法  140分  

3 
みみんんななででリリススククアアセセススメメンントト  
～～アアセセススメメンントト徹徹底底演演習習～～  

24分 
 

4 リリススククアアセセススメメンントトのの考考ええ方方、、進進めめ方方  20分  

5 みみんんななでで取取りり組組むむメメンンタタルルヘヘルルスス  24分  

6 最最新新--ＫＫＹＹＴＴのの進進めめ方方～～基基礎礎 44ララウウンンドド研研修修法法～～  23分  

7 
危危険険予予知知活活動動ののめめざざすすもものの  

～～ヒヒュューーママンンエエララーー事事故故ををななくくそそうう～～  
18分 

 

8 誰誰ももがが危危険険  熱熱中中症症のの新新常常識識  22分  

9 自自転転車車通通勤勤をを安安全全にに  20分  

10 転転倒倒災災害害ははここううししてて防防ぐぐ～～転転ばばぬぬ先先のの安安全全のの知知恵恵～～  17分  

11 たたかかがが脚脚立立!!??さされれどど脚脚立立!!??  19分  

12 
「「ははささままれれ・・巻巻きき込込ままれれ」」災災害害ははななくくせせるる  

～～みみんんななでで摘摘みみととろろうう危危険険のの芽芽～～  
18分 

 

13 働働くく人人のの腰腰痛痛予予防防  18分  

14 「「どどんんなな危危険険ががひひそそんんででいいるるかか」」徹徹底底訓訓練練  27分  

15 みみええなないい空空気気  酸酸欠欠等等のの災災害害をを防防ぐぐ  20分  

16 有有機機溶溶剤剤中中毒毒をを防防ぐぐ  20分  

17 ププレレスス金金型型交交換換作作業業をを安安全全にに  28分  

18 ククレレーーンン玉玉掛掛作作業業とと安安全全  18分  

19 ＲＲＳＳＴＴ講講座座  職職長長教教育育映映像像教教材材集集  ＶＶＯＯＬＬ..11  89分  

20 ＲＲＳＳＴＴ講講座座  職職長長教教育育映映像像教教材材集集  ＶＶＯＯＬＬ..22  87分  

21 ＲＲＳＳＴＴ講講座座  職職長長教教育育映映像像教教材材集集  ＶＶＯＯＬＬ..33  68分  

22 ココンントトロローールル・・ババンンデディィンンググのの進進めめ方方  17分  

23 電電気気取取扱扱いい作作業業のの安安全全～～低低圧圧電電気気のの基基礎礎知知識識～～  18分  

24   転転倒倒予予防防体体操操～～滑滑りり・・つつままずずきき・・踏踏みみ外外ししをを防防ぐぐ～～  24分  

25 交交通通災災害害ゼゼロロをを目目指指ししてて～～交交通通ＫＫＹＹででゼゼロロ災災運運転転をを～～  16分  

26 腰腰痛痛そそのの予予防防とと対対処処法法  20分  

27 知知っってていいまますすかか安安全全配配慮慮義義務務  26分  

28 フフルルハハーーネネスス型型安安全全帯帯（（墜墜落落制制止止用用器器具具））のの正正ししいい使使いい方方  10分  

29 
職職場場ののハハララススメメンントト再再点点検検  ああななたたのの理理解解でで大大丈丈夫夫でですすかか？？（（第第１１巻巻））  

【【パパワワーーハハララススメメンントト編編】】  
27分 

 

30 
職職場場ののハハララススメメンントト再再点点検検  ああななたたのの理理解解でで大大丈丈夫夫でですすかか？？（（第第２２巻巻））  

【【セセククシシャャルルハハララススメメンントト編編】】  
25分 

 

公公益益社社団団法法人人  京京都都労労働働基基準準協協会会  京京都都下下支支部部      
FFAAXX    335533--33553300    EE--mmaaiill：：sshhiimmoo--jjiimmuu@@kkyyoouukkiirreenn..oorr..jjpp  

支部ニュース
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川　上　　　修

京 都 市 南 区 上 鳥 羽 鴨 田 町 6

長岡京工場長

代表取締役社長

間　野　裕　一

小笠原　昌志

小野寺　　真

ダ イ ハ ツ 工 業 株 式 会 社
本社（池田）・京都（大山崎）工場（京都地区）

工 場 長 　 福 嶋 　 洋

椿本チエイン長岡京工場株式会社

園　田　修　三

臼　井　淳　一京都工場長

三菱ロジスネクスト株式会社

32

2022年8月20日より京都市の区画整理により地番変更しました。
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代表取締役社長

事務所長 佐久間　徹藤　井　康　孝

砂　﨑　達　哉
村　尾　　　修

中　島　規　巨

代表取締役社長
代表取締役社長

代表取締役社長 足　立　正　之代表取締役社長

（０７５）３２５–５００６（直）

https://www.tokuden.com

北野　嘉秀

京都事務所
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徳　永　幸　雄北 尾  浩 平代表取締役 執行役員工場長

中　井　　　亨代表取締役社長

代表取締役社長

福　田　祥　司

積水化学工業株式会社 京都研究所

小　倉　則　夫 北　村　　　正

龍光14-1

樋　口　章　憲

出　口　好　希 髙　見　哲　夫

代表取締役会長 坂本  隆司安　田　善　行代表取締役 社長
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堀　内　　　明

田　中　勝　久

http://www.tanaka-toba.co.jp/

辻　　　嘉　明

川　瀬　貴　晴

角　井　達　文工場長

常務執行役員
支　店　長

京都市南区西九条西柳ノ内町8番地京都市南区上鳥羽八王神町265番地

6 3 4 6 5 0 0
〒601-8560

村　田　謙　二代表取締役社長

救急告示病院・地域医療支援病院・臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・外国人患者受入れ医療機関認証（ＪＭＩＰ）

ht tps : /www.yasu imoku . co . j p /

上　野　正　哉
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木　村　正　和

髙　田　康　裕
谷　川　隆　史代表取締役社長

京滋事業部

代表取締役社長

代表取締役社長
執　行　役　員

る

難　波　　　潔

粂　田　晃　稔杉　﨑　由　佳
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安井 幹也

株式会 社 近 鉄 ・ 都ホテルズ
ウェスティン 都 ホテ ル 京 都
常務取締役 総支配人 長　尾　修　二

〒605-0052 京都市東山区粟田口華頂町一番地（三条けあげ）
TEL  7 7 1 - 7 1 1 1

〒601-8114 京都市南区上鳥羽南鉾立町38番地
T E L 0 7 5 - 6 6 1 - 9 0 2 0

山　崎　敏　子

矢　島　昌　明

藤　井　健　志 執 行 役 員
大丸京都店長

鈴　木　一　弘

野　村　清　孝

大丸松坂屋百貨店

TEL  （ 0 7 5 ）2 2 1– 2 4 0 8
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田　中　淳　史

河　野　孝　昭

村　田　元　成

森　　　英　貴

株　本　　　直

大　上　一　正

國　枝　雅　史

山　﨑　裕　史

井之本　真　樹

橋　本　　　司

向　山　利　佳

京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町101
アーバンネット四条烏丸ビル5階
TEL 075－254－3195㈹

〒600-8009

署　　　　長

副　署　長

副　署　長

第一方面主任監督官

第二方面主任監督官

第三方面主任監督官

第四方面主任監督官

安全衛生課長

労災第一課長

労災第二課長

業務課長（命）補償課長

島　畑　雄一郎
〒615-8081  京都市西京区桂池尻町112番地

TEL：075-841-3432  FAX：075-812-5345
〒604-8492 京都市中京区西ノ京右馬寮町2-7

ブログ
始めました。

http://www.syubisya.co.jp

© Takehiro Iikawa



京阪ホテルズ&リゾーツ㈱

㈱GSユアサ

ダイハツ工業㈱本社（池田）
　京都（大山崎）工場（京都地区）

関西電力送配電㈱京都支社

尾本　幸三郎・北島　多佳子

支 部 長
副支部長

会計監査

〒600-8009 京都市下京区四条通室町東函谷鉾町78番地
京都経済センター4階
TEL  3 5 3－ 3 5 2 3  
E-mail：shimo-jimu@kyoukiren.or.jp
URL：https://www.kyoukiren.or.jp/hp/shimo.htm

FAX  3 5 3－ 3 5 3 0

彌榮

公益社団法人
京都労働基準協会  京都下支部

㈱GSユアサ

関西電力送配電㈱京都支社

㈱ワコール

尾本　幸三郎・北島　多佳子

支 部 長
副支部長

会計監査

〒600-8009 京都市下京区四条通室町東函谷鉾町78番地
京都経済センター4階
TEL  3 5 3－ 3 5 2 3  
E-mail：shimo-jimu@kyoukiren.or.jp

FAX  3 5 3－ 3 5 3 0

彌榮

公益社団法人
京都労働基準協会  京都下支部
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